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1　序

　およそ，10年程前，々クルーハン理論な

るものがマスコミを賑わした。カナダの文

化史学者マーシャル・マクルーハン（Mar－

shall　McLuhan）が，プフ’麻潟Yム風の表

現でLtべた説であ為。体系立った理論とい

うよりは，直感的な予言の形式のその説に

よれば，今後，通信の発達によって地球上

のすべての人間が一つの村の一員4pような

意識をもつようになり（マクルーハンはそ

れを，「地球村」と名付けた），また電子技

術の三三は紙のメディアの時代を終わら・

ぜ，それに代わる電子メディアの時代を生

み，文学に支えられた我々の意識や文化も

変わらざるを得ない①iというものであっ

た。々クルーハン理論が出されてから10年

以上の歳月が経過し，その間に技術環境は，

マクルーハンの時代と大きく変わった。電

子技術の目覚ましい進展によって，コンピ

ュータ・通信技術を中心に，情報の蓄積・

伝達・処理を行う技術は革命的とも言える』

ほどの変革をみた。おそらく，マクルーハ

ン自身が予想していた以上た，彼り予言に

近い形で急速に進んできたと言えるかもし，

れない。しかし，一つ彼の予言と異なって

’いるように思われることがある。それは，

文字の形のメッセージはかなり強靱な生命

力をもっており，紙の5ディアから電子Eー

ディアに移行しつつある現在，電子メディ

アの中に文字が取り入れられつつあるとい
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うことに文字と人間との強いかかわりが示

されているようである。具体的にはデータ

・べごスの成長，ビデオ・テックスなどの

文字形のニューメディアの成長などがそれ

である。

　マクルーハ’ンが予言のような形で述べた

現象を，多くの社会学者たちがそれぞれの

立場で検討し，理論づけを行い，体系化し

ようと試みてきた。

　その代表的な理論にダニエル・ベル（Da－

niel　Be11）の脱工業社会論がある。今後の

西洋社会の社会的枠組の変化について社会

的な予測を行った著作r脱工業社会の到

来』（2）の中で，その理論は最も体系的に展

開されている。脱工業社会というのは，工

業以前の社会および工業社会に続く社会で

ある。ベルによれば今日依然として世界の

大部分の地域は工業以前の社会であり，そ

こでは労働力の圧倒的に大きな部分が鉱

業，漁業，林業，農業といった採取産業に

従事している。その社会での生活は主とし

て自然とのゲーみである。工業社会は北大

西洋沿岸諸国とソ連，日本であって，財貨

．の生産を主とする社会である。そこでは世

堺は技術的に合理化され，機械が支配して

いる。その生活は作られた自然とのtt“　v一ム

．である。この二つの社会に対し，脱工業社

会はサービスに基礎を置く社会であって，

その生活は人と人とのゲームであり，重要

なのは，生身の筋力でもエネルギーでもな

く情報である。この脱工業社会の概念は技

術的知識の中心的役割を強調する。脱工業

社会では技術的知識を基軸として，新しい

技術，経済成長；社会成層が組織される。・

基軸と言うのは，周囲に他の問題がまつわ

りつく主要な線であっ幽て，たとえぽ資本主

義社会では，その基軸的制度は私的所有で

ある。そのよう奉意味で，脱工業社会での

基軸的制度または原理を，ベルは理論的知

識の中心性にある，とする。「技術と経済

学について言えることは，程度の差こそあ

れ，あらゆる様式の知識についても言え

るbある分野における進歩は，すでに知ら．

れていることを系統化し，経験的確認への

道を示す理論的研究の最重要性にますます

依存するようになっている。実際理論的

知識はますます社会の戦略的資源に，また．

基軸原理になってきている。」

　今日，社会が新しい段階に移行しつつあ

る，と感じている人は多い。ビグネフ・ブ

レジンスキー（Zbigniew　Brzezinski）は，’

ベルが捉えた現象を別の角度から分析して

いる。彼はテクノロジーとエレクトロニッ

クを一語にし，「テクネ5ロニック」という

合成語を作った。「テクネトPニッタ」社

，会は，コンビュー4，通信技術分野での技・

術革新とエレクト仁ニクスによって，文化

的，心理的，社会的，経済的に形づくられ

る（3），と述べた。最近ではアルビン・トフ

・ラー一 iAlvin　Toffler）の『第3の波』が極1

めてジャーナリスティックにこの問題を取

扱っている（4）。トフラーによると，人類は

これまで農業革命’（第1の波），産業革命

　（第2の波〉という社会革命を経験してき

ており，来たるべき第3，の波によってつく

られる新しい文明は「われわれの新しい行

動規範を打ちたて，第2の波の社会の特徴：

である規格化，同時化，中央集権化といっ

た産業社会の制約を乗り越え，エネルギ

ー，雷，権力の集中化を越える道を拓いて

　くれる。」としてい為。　トフラーは修辞豊

かに，この議論は「われわれが古い文明の

最後の世代であり，新しい文明の最初の世

代である」という認識を出発点にしてい

る，と述べる。

　　トフラーまで言及すると，少し極端では
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ないか，という印；象ももっかもしれない

が，これらの社会学者たちが指摘している「

ことは一つの共通した現象であり，その現

象を別々の形で矩回しているわけである。

その現象とは私達が日常生活の中でも実感

しうるものである。つまり，コンピュータ

・通信技術，エレクトロニクス技術を始め

として，技術革新が急速な勢いで進行して

いるとともに，そのテンポが加速し続けて

いること，．また社会における知識・情報量

も増大しつづけていること，および，．社会

と知識・技術との依存性がかってなかった

程度に深まりつつあり，知識と技術なくし

ては社会が一歩も進まなくなっていること

などがそれである。また，逆：に言えば，今

日の社会め変化と革新は知識と技碕に導か

　ごれており，かつでのように個人の恣意であ

るとカr，偶然の発明や思いつき，あるい

は経済活動に内存する統制不可能な法則性

一恐慌など一にあまり左右されなくなって’

きているととである。

　知識量が急速に増大し，また知識を：求め

るニーズも極めて緊要なものとなり，社会

が知識なくしては少しも進まないと．いう背

景の中で，、図書館の役割を考える場合，一

体何を導き出すことができるだろうか。図

書館をめぐる社会的ニーズの問題と，知

識・情報の量的増大をサポートする内部的

な処理テクニックの問題，また図書館自体

この技術革新の波に洗われざるを得ないめ

で，図書館の周辺での技術革新の問題こ

の3点から検討を行う必要があると思われ

る。拙論の中では第3の点：を中心に検討し
　　　　　　　　　レイゾンデしトル
たうえで，図書館の存在根拠を考えてみた

い。

H　誰が『戦争と平和』をテ

　　’レビでく読む〉か

図書館の未来一せいぜしヒの先20年忌

の近未来なのであるが一について，次の

ような見通しを立てている人がいる。図書

館は施設として，つまり四方め壁に囲まれ

た〈館〉としての図書館は衰退し，その機

能灯けが残る。具体的には将来の図書館，特

に調査図書館は印刷物をもつ必要がなくな

り，部屋に1台の端末機を置けば，図書館と

しての役割を果たすことができる（5）という

見通しである。また，別の人はこのようにも

言う。電子的な家庭情報システムがより普

及すれば，図書館の定義は変わり，おそら

く図書館妹人々が家庭からのアクセスを行

うデータ●バンクになるだろう（6），と。さ

らに，この観点を進めて，普通の地域図書

館は単なる電子的な中継局，つまり，他の

コレクション・センターに利用者のリクエ

ストを伝送して，センタマからの回答を中

継するだけのものとなる（6）（7），という人も

いる。これらの見通しについては，現在の

技術革新が今後数十年これまでと同じよう

なペースで継続し1また今日のメディアの

変化が同一軌道で進んでゆくと仮定するな

らぽ，技術的に可能であるというだけでな

く，極めて現実的な，ありうる姿となって

現れる。もちろん，この見通しに対して批

判的な人も多い。それは，この見通しの前

提に図書館を本を読む施設としてでなく，

情報を得るための施設であるという観点を

置いているために，図書館にとって最も本

質的なことの一つであるく本を読む〉とい

う行為が捨象されているのではないかとい

う点に，主にその批判が集中する。．具体的
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には，かりにトルストイの『戦争と平和』

やボードレールの『悪の華』のフルテキス

，トを機械可読形でディスクに蓄積しても，

一体誰がデ身スプレイを使ってく読む〉だ

ろうか，ということである。その批判はか

なり、の説得力を持つが，はたして，その論

拠だけで先程の未来像をすべて否定し去る

ことができるのかどうかは疑わしい。幽未来

はちょっと見たとこち，かなり荒唐無稽な

姿で現われる。幸い，今日の技術革新は20

世紀初頭までの技術革新と異なり，ある特

定の技術が何年先にはどの程度の段階に達

しているのか，ある程度の予測ができる。

今日の技術革新が急速に進んではいても，

それは一夜にして開発，普及するものでは

ない。一つの技術が生み出され，開発が進

み，市場に出され，広ぐ受入れられるまで

10年から20年以上経なけれぽならない。従

って，今日シーズとしてのある技術に対す

る需要と，物理的条件，環境その他の制約

条件をある程度つかむことができるのであ

馳れぽ，その技術の可能性を軸に，10年目20

年先の将来の技術的側面をある程度見通す

‘ことができる。同時に，社会構造や技術革新

全体を底上げするような，“1eading　edge”

（8）どしての技術一たとえぽ，コンピュー

タ，通信技術，土ネルギみ開発技術一な

どの技術とそれが社会環境に与えるインパ

クトを測定することができるのであれぽ，

社会予測そのものについても，ある程度の

合理性を持ちうることになる。

　　“誰が『戦争と平和』をテンビで「読

・む」か”という問題に，ここではこれ以上

深入りしょうとは思わない。この問題につ

いては拙論の最後にもう一度考えてみた

い。

皿　図書館サービスの拡大と

　　図書館の普遍的機能．

　図書館の歴史を考えると，20世紀以後の

図書館一特に米国め図書館であるのだ

が一は，あらゆる機会をとらえてそのサ

ービスの拡大を図ってきた。明確に保存図

書館としての責務を負う図書館は別である

が，20世紀に入ってから普通の図書館の役

割の重点は保存から貸出に移り，ンファレ

ンス・サ・一一　tfスという新たなサービスを開

始し，特写技術を受入れ，マイクP技術を

活用するようになってきた。戦後，特に’

1960年前後から，．コンビ＝・　一一タ技術の活用

を図るようになったが，このコンピュータ

め図書館への導入は図書館の役割を質的に

変える可能性を持っていた。1967年，ALA

（American　Libfary　Association）大会の

全国ネットワークに関する分科会で，ジョ

セフ・ベッカー（Joseph　Becker）は次の

ような基調報告を行った。「私は図書館業

務機械化の未来はコンピュータと新しい通

信技術の開発とに密接にかかわりあうこと

になるだろう，と固く信じている。」（9），．

と。1975年にはアメリカにおける新しい図

書館情報サービスの全国計画策定のために

NCLIS　（National　Commission　on　’Libra－

ries　and　lnfor皿ation　Science）からフォ

ード大統領に全国計画報告書（10）が提出さ

れたが，その報告書には図書館の未来にお

けるテクノロジーの重要唯が指摘されてい

る。「情報を効果的に取扱うための国の将

来の能力はかなりの部分，．新たな技術的な

方法と機器をいかにうまくまたいかに迅速

に，我々の情報活動の主流に採り入れてゆ

くことができるか，ということにかかって
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いる。」と述べ，図書館はすでにコンピュ

ータ，マイクロ画像技術，電気通信，視聴

覚メディアに影響を受けていることを指摘

している。この報告書が提出されてから4

年経た1979年にはウシントンD．C．におい

て「図書館・情報サービスに関するホワイ

トハウス会議」（11）が開催されている。会議

での討論を踏まえて，翌1980年に同会議の

議長からカー汐一大統領にたいして会議の

概要，全国図書館情報法要綱，会議で採択

された決議などとともに，全国図書館・情

報サービス計画の概要を含む正式報告書が

提出された。報告書ではすでにコンピュー

タr通信技術が図書館界にかなり広く導入

されているという実態を踏まえた上で，電

気通信事業が国内ネ唱 bトワL一クの交流を促

進し，また家庭，オフィろ，図書館等への

サービスを容易にするように，全国的情報

計画を発展させることを求めている。ま

た，新しい技術の調査・開発，適用によ「っ

て図書館を発展させ，社会，文化ジ教育，

情報の機関として図書館が発展することを

謳っている。

　この一r図書館・情報サー．ピ』スに関するホ

ワイトハウス会議」で論じられた図書館の

イメージは，すでに10年前の図書館のイメ

ージとかなり異なっている。会議で論じら

れている図書館は，一つの空間に物理的に

存在する個々のく館〉ではなく，』情報の流

通，蓄積，提供という一連め流れに責任を

負うく機能〉として捉えられているように

感じられる。この図書館のく機能〉につい

てはデータベース発展の経緯について論じ

た中井浩の論文（12）に明瞭に論じられてい

るので紹介する。中井は情報を記録し，保

管し，流通さぜる仕事は非常に古くから存

在し，木の切れ端で粘土版に文字を刻んだ

頃から，資料保管のスペースと，収納する

設備と，・閲覧に必要な設備とスペースとぶ

この働きを支えてきたと指摘する。そして

この働きは基本的なもので，図書館の

く館〉のイメージを消し去って機能として

捉えるときに，多くの姿をもって現われて

くる，と述べる。「保管のスペースは，マ

イクロの記録の技術を用いればいくらでも．

小さくできるし，画像伝達手段を利用でき

れば，閲読の場所は自宅であってもよいし，

，オフィスであらてもよい。」．技術の発展に

よって図書館のイメージは変わり，また変

わりつづける。その中で，記録物を安全に

保管し有効に利用に供するという仕事はい

つまでも変わ為ヒとなく存在する，と言

う。

　図書館のく館〉の部分は機能として捉え

る時消滅してゆくように，図書館のく図

書〉の部分についても影が薄くなってきて

からすでに久しい。図書館資料としてすで

に図書以外の形態の資料も多く受入れちれ

ているし，情報入手の手段として利用され

る資料は図書から逐次刊行物にその比重が

移ってきている。また，資料の形態は多様

化し，印刷物以外の資料も増加してきてい

る。レコード，写真，マイクロフィルムに

’始まり，オープンリールテープ，カセット

テープ，映画フzルム，さらにはビデオテ

vプ・機械可読データファイル（磁無テー

プ・磁気ディスク），ビデオディスクなど

も図書館資料たりうる。〈図書〉館資料の

多くが図書ではなく，さらには印刷物です

らないどいうのは語義矛盾であるが，この

面から見ても図書館の性格の変化がうかが

えるのである。

　図書館を情報・知識の流通，蓄積，提供

の機能として捉え，またその取扱うべき資

料が図書ということに限定されないのであ

れば，図書館の実体をどのよう一に定義しか
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らよいのだろうか。ここで考えたいこと1＊1

図書，．雑誌　レゴード，ビデオ’ディスク等

さまざまなメディアは情報・知識そのもの

ではないということである。それは単なる

く器〉である。〈図書〉館はそのく器〉を

取扱うと同時に，その内容物を取扱うわけ

である。ところで，その内容物とは一体な

んであるのだろうか。こ塾まで・知識●情

報という用語を使用してきたが，知識もし

くは情報はどう定義するのか，また図書館

の取扱うく器〉つまりメディアの内容物は

情報・知識だけであるりかも併せて考えて

～みたい。

IV　情報ど知識の諸相

．1．情　、報

．近年情報という言葉は彩しく氾濫してい

る。連日の新聞で情報という言葉を眼にし

．ない日はまずないと言ってよい。図書館界

でも，一次情報，二次情幸母・情報検索・情報

処理などは日常用語として使われている。

　情報’という用語自体の氾濫のなかから情

報の定義を行おうとしてもなかなか困難で

ある。それは，情報を意味内容をもったも

のであるとして取扱う場合と意味を捨象し

た記号列であると，レて取扱う場合と，同

じ情報という用語を用いていても取扱いが

異なるからである。たとえばA4、判の同じ

D1’枚のページをコンビti・一三可読形に処理

噛する場合に，，コー．ドで符号化すれば6Kバ

「イトで処理できるのに対し，・ファクシミリ

／一

ﾆ同じ8本／mmの走査線で処理すると約

1400Kバイトの情報量を必要とする。同じ

本の同じ1ぺ7ジであっても，後考は前者

より65倍もの情報量を処理しなければなら

、ない（13）わけである。この場合の情報は意

味内容をもたない記号列である。一方，諜

報機関のことを情報機関とも呼ぶが，この

場合の情報とは意味内容をもつ・たものとし

て捉えられている。

　もともと，Informatibn　’はく知らせ〉を

意味している。ltンピュー，タ’e通信理論に

用いら液る情報関連用語はシャノン（C・E：

Shannon）の通信理論に琴ついてV）るもの、

が多い。この通信理論では，コ．ミュ’ニケー

ションによって送られる情報とは確率論の

立場から構成される概念であって，＜意

味〉と同義でほなく，内容の価値1意図な

どの問題をすべて捨象している。この情報

に関する理論によって，コンビ・一葦で情

報を処理し，電気通信によって伝送する場

合の量的な処理が可能になっている。

　一方，〈有益な惰報〉というような場

合，当然そあ情報には意味内容が付与され

てvlるわけであり，その場合のく情報〉を

今析すると次のよ・うになる。第1に情報に

ぽ送り手を受け手が存在する。第2に情報

は使われることを前提としfいる。1第3に

情報は合目的な活動を支えるものである。

これらの点がら導き出される嘗とは，情報

とは行動する場合・外界の不印実さを聖除

き，より合理的に目的の達成を支えるも㊧

であるというζとである・また・情報を得

るごとはそれ自体としては目的を達成する

ことではなく，・あくまでも本来の目的を間

接的に支えるものにすぎない。

　　このように考えた場合，今日盛んに喧伝、

されている情報化社会等の情報関連用語の

意義と限界もまた見えてくる。つまり・今

　日の複雑で錯綜した社会一高度に組織化

　きれているとともに，’社会内の構成単位そ

　れぞれが他の構成単位や社会全体と有機的

　匠結びついている社会一において，社会
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を構成する各部門，各単位を全体と調和さ

せりつ活動させるためには情報の流通は不

可欠なのである。また，情報本来の意義が

一如も端的に表わされるのは保険業界や証券

業界を含めた商業部門とそこに結びついだ

製造・技術部門においてであるが，それら

の部門では将来の利益のために一定の危険

、を担保にして活動を行っている。将来，資

金を回収し，利益を生むためにはできるだ

け危険負担を少な≦ずる必要が回る。そこ

に必要なものが情報であり，それが必要な

度合はどれだけ将来にたいして賭けを行っ

．ているか1ということによって測られる場

合が多い。

　ここから読みとれることは，情報とは必

ず・しも経済的なコンデクストでないにせよ

損をしないために，あるいは利益を得るた

めに必要とされるものだということであ

Q。一そめことに何ら情報の意義を恨めるも

のではない。社会を円滑に運営していくた

bt，には，あるいは個々人の生活において，

二も，危険負担を軽くし，損をしない，ある

・｛は利醜もたらすことという・D　ell：当然必

要である。1しかし）・図書館に納められでい

る本やその他の形態の資料を情報のづッケ

、一 Wで1らり図書館は情報資源をもち社会の、

各部門に情報を供給する兵姑であるという

時，どこかに陥穽があるのではないか，と

いう無がするのである。

2．知　　識

　面一化社会という用語があるように知識

社会という用語もあり，また情報産業に対

応して知識産業という用語もある。最近で

は，将来のコンぐユータは情報ではなく知

識を取扱うタ勃となる、だろう1などと言わ

・れている。また，図書館界の中からも；幽図

書館は情報よりも知識を重視せよ（14），とい

う声もある。それでは知識をどのように考

．えていいのか，情報について考えたよう

に，考えてみたい。’

　知識という言葉はかなり古くから使われ

ている。も馳？とも，かつては知識はほとん’

ど知恵と同義であって，むしろ知恵という

言葉ゐ方が頻繁に使われていたようで1あ

る。哲学的には存在論とども、に認識論は哲

学の二大部門の一つであるが，認識論は英

語でepistemologyつまり，学問認識（知

識）を意味す為ギリシャ語のepistδm6と

理論10gosの合成語である6その語源から

も明らかなように，認識論は知識論とし

て，知識の起源・構造・方法・妥当性を研究す

・る哲学の一部門であった。哲学でいう知識

は，今日，知識産業や知識社会という形で使

・われている知識とはかなり異なちている。’

．たとえば，アリストテレスr形而上学』（15）

では知識について。考察を行っているが，

そこでは知識と噸とんど群と同義であ

る。そ4での知識とは，始源であるもの

　（原理）之つU．・ての探求を意味している。

　17世紀のデカノレトの時代でも，知識とは

’ほとんど哲学と同義であやα6）。“「哲学」

という語が知恵の探求を意味すること。知

．恵とは，，たるに実生活における分別をさす

ばかりで軽く，人間の知りうるあらゆるこ

とについてあ完全な知識一自分の生活の

指導のためにも，健康の保持やあらゆる技

術の発明のためにも役立つような知識一

をもさすこと。この知識がこれらの目的に

役立つものであるためには，それが第↓原

因から導き出されることが必要であり，し

たがって，’こういう知識の獲得に努める

T一・一一一一これが本来哲学すると名づけられるこ

とです一ためには，そのような第一下図・

の・旗わち原理の興野うトこと筋をま
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じめなくてはならないこと。”これは『哲

学の原理』の著者が仏訳者にあてた手紙

一序文にぷえて，と副題がついてい

る一の一節である。ここにはデカルトが

知識についてどのよう！こ考えていたの魁

よく示されている。さらに，本文中に，知識

の本質を五つに分類し整理しているρ・その

分類は（1）それ自身で明らかな概念　（2）感覚

の経験が知らせるところのすべて　（3）樽入

との談話が教えてくれること　（4）書物を読

むことによって得られるもの㈲第一原因

すなわち真なる原理を求め，そこから人の

知りうるあらゆることの毒手を演繹するこ

と，となっている。もちろん，この分類では

順を追うにつれて高位の知識となり，真に

知識と呼べるのは第5の知識のみである。

　今日では，普通に知識という用語を用い

る場合このような哲学的な意味で用いるこ、

とはあまりしない。広い意味では人間が経

験を通じて獲得する事物についての知識を

知識と呼び，狭くはそのような暖昧な知識

が明確に秩序だてられた時に知識と呼ぶ。

コン．トは人間の知識の発達を①神学的・空

想的　②形而上学的・抽象的　③科学的ゼ

実証的，という3段階に分けている。ダニ

．エル・ベルは知識を「論理的な半蜥または

　　　　　　　　　　　　　　　アイデア
実験の結果を提示する事実または観念の＋

連り緯織的陳述であり，ある体系的な形態

においてコ寒ユニケーシヨン媒体を通じて

他者に伝達されるもの」と定義する。続け

二（ベルは知識社会学での知識の分類を紹介．

1レた後，「社会政策上の目的のためには」

乏いう範囲を定めた上で，さらに限定した1

、定義を行う。その定義によると，知識とは

丁客観的に知られた《知的な財産》でjl＞っ

て，9一人の名前または一学群の名前と結びつ・

けられ，著作権もしくは他の社会的承認

（たとえぽ出版）の形式によって裏づけら

れたものである。4と述べ，この意味での

知識は社会の社会的出投資の一部分であっ

』て，書籍，論文，コンきユータ・プログラ

ムなどにあらわされる，としている。

　知識についての定義をかなり大ざらばに

紹介してきたが，このような知識の定義の

変遷の底を流れているものは，“知識を個々

の人間の内面に蓄積されたものとして捉え

る見方から，人間の外側に表わされ，客観

的に測定することカミでき，社会的効用を生

むものであるとする見方に移ってきている

ことを読み取ることができる。哲学と社会’

学とでは用語の定義や対象の捉え方が異な

って当然ではあるが，おそらく19’世紀の中

葉頃までは多くの人は知識を哲学的・内省

的なものとして考え，それ以降は科学的・

功利的なものとして考えることが支配的に

なってきたのではなかろうか。

　知識が哲学的・内省的なものから，科学

的・功利的なものとして捉え．られることに’

よって，知識も情報と同じようにジその蓄

積，流通，提供が可能となる。第5世代コ

ンピュータはデータの代わりに知識を処理

することができる（1？）（18）と、いう場合，そこ

で妬平する知識はそのような知織である。

との場合の知識はデータや情報とほぼ同義

であって，データや情報が個々の断片の一

つ一つを示すのに対して；それらがいくつ

か集められ，朋確に秩序立てられ，意味を

・もった一つのまどまりを構成した時知識と

呼ぶようである。，

　情報や知識が社会の中で占める位置が大

きくなってきたことは，社会が情報や知識』

を必要とする構造になっていることを示し

ている。また，層 﨣�ﾌクP一ズ・アップと

知識の科学的！功利的な側面の重視は，よ

り＝豊かなより便利な生活を求めて拡大再生

産を行っている社会の需要にその基礎があ
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　りそうである。より豊かに，より便利にな

．ることを拒否する必要もないが，置き忘れ

ているものもあると思い返すことも必要で

はなかろう，か。人は書物に知識や情報だけ

を求めて回するわけでばない。また知識を

得るために本を読む場合でも，その知識は，

たとえば♂ミートランド・ラッ老ル（Bert二

rand・A・W・Russe11）り言葉を借りるなら

ば「通常，知識として通る大部分のものは

多かれ少なかれ蓋然的な意見」（19）であっ

て，，確実な知識であるという保証はどこに

竜ない6・さらに，「われわれの分として与

えられたこの中間が，両極（神の万能と全

くの無知）’ｩち常に隔っている以上，人間

’が事物の知識を少しぽかりよけい持ったと

したところで，・何になるであろう。」（20），’と

いうパンセの一節を読むとき，、日常何気無

く使っている知識や情報の意味は根底から

揺さぶられる。

　しかし，おそら一く，個人の内面に重点を

置く哲学的・内省的な立場と，効用を重視’

す：る社会学者の立場とは扱う対象への基本

的なアブpi一チが異なっており，両者を同

二の観点から論じて優劣をつけることなど

できないのであろう。両者は必ずしも二者

択一・一・的なものでも，二律背反的なものでも

ない。科学的であることや社会的効用を重t／

冷するこ、とが，個人の内的な充実を阻害す

るということでもない。たとえば，15世紀

にグYテンベルク・が印刷機械を発明し聖書

を印刷したごとが・その後の活字文明の基

礎を作うたばかりか，宗教改革の要因の一

つともな窮ヨー『ッパの人々O，精神生活

の深まりを・もたらしたことは疑いないこと

である。

　人は常に何々・を表現したい動物であり，

その表現したものを伝達し，・記録したいと

願っているので，そのためのく器〉が消滅

することはありえない。しかし，そのく器〉

が永遠に紙を用いた書物であるとはかぎら

ない。より便利でより広い普及度をもち，

より安価なく器〉があれば，人々は自分の

思索や観察の結果を，自分の思いや考えを

別のく器〉に盛ることもありえよう。その

く器〉は人間ゐ精神的諸活動全体を含んで

いるのであって，有用な知識情報はその

一部屋構成するのにすぎないわけである。

　しかし，有用な知識・情報への社会的需

要は高まっており，それらを使いやすい形

で処理を行う技術は急速に進展している。

知識の機械処理が進展する㊧はまだ将来の

課題であろうが・コンピェ，一三による三韓

処理を含めて情報関連技術は日進日歩の勢

いで進展している。これらの情報関連技術

は主に情報を取扱うために開発されたため

．に，情報の取扱いに適していると言える

がゴその十分に発達む，成熟した段階に到，

れば，情報，’，知識という社会的有用なもの

「のみならず，人間の精神的諸活動全般の蓄

積・流通にもその影響が及ぶものと考えら

れる。次の章で，情報関連技術の現状と動

向，情報化の進展の状態を見ていきたい。

V、情報化と情報技術の進展’

1・．　情　報　化

　「情報化とは，情報を物質，エネルギー

に次ぐ第3の要素として認識し，その生

成，加工，伝達，蓄積，利用を意識的に行

おうとする活動の総体である。」この情報

化に関する定義は，1980年に出された産業

構造審議会階韓産業部会の答申1「豊かなる

情報化社会への道標」（21）からの引用であJ

る。情報の発生から最終的な利用に到る．ま層
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セめ一連の過程を情報化という用語で言い、

表わしているが，答申全体の内容は情報一

般の一連の過程ではなく，コンピュータ処

理の可能な部分での加工と伝達に焦点をあ

てているb面白いことに，この定義の中に

今日盛んに論じられている図書館・情報サ．

Lビ家の役割を置いてみるど実にうまぐ

適合する。ちなみに，先の引用文中の「情

報化とは」を「図書館・情報活動とは」．と

1舞きかえてみればよい。’しかし，答申中の情

輯化には，図書館の簡題はほとんど触れら

枢いな・踏た，こ弊申には付淫して

SF的な「S家の一日一T氏の場合（正・

続）」が付されていて，この答申が出た直

後マスコミに幾度も取上げられ話題になつ

’te。その中には将来の図書館像が描かれて、

いるが，若干せントが外れているようであ・

6。この答申で問題になっている情報化と

は，社会の各レベル，．各階層がし・かに・コン

、ぜユータζ通信技術を有効に活用するカ㍉

といらことに眼定されるようである。今

，H，コ・ンピュータ1 ﾆ通信技術の進歩は著し

く，また，そめ両考は密接不可分に融合し

つつある。そして，、その両者は社会と生活

の各部門にますます深く浸透し，大きな影

響を与えつつあるこ乏は間違いない。そこ

で，そめ両者の今日の技術的な到達レベ．ル

を簡単に紹介したい。

2・　マイクロエレクトロニクス・

　この塑年来の々イコγ・ブ’一ムほ大部な

ものである。書店はマィコンプジクr7エ

ァを開催しジデパごトにはマイコツ．・コー

ナーが開設され，あちこちに雨後め筍のよ’

うにマイコンショップが開店している。日．

曜日のテレビでも「マイゴン教室」が放送

＄れ，Fそのテキストは数十万部も売れてい』

るという’。マイヲンシゴップをのぞくと小

中学生がマイコγを占領し，中年のサラリ

・一一　leン風の男ほその後から木思議そうに機・

械を眺めている。1こんな光景はあちこちで

見られる。

　コンピュ．一タのブームは約10年おぎに周

期的に繰り返されるという（22）。10年浩蕩に

はMIS（Management　Information　’sysL

tem）．が大変なブームだった。今日のコン

ビS一三ブームは，’かつてのブLムと異な

り1大型コンピュ’一重の設置され七いる特　　』

殊な場所に立ち入ることができる専門家た

ちの間のブームではなく，子供を含めた普

通の人々の間でのブームなので，前のブー．

ムと比べて底辺が広がってきていること1こ1

特徴がある。BASIC学習用やゲーム用の

受イコンであれば，自転車でも買うよう’

に，子供達でも平筆をはたけぽ買える程度

の価格にま．で下がってきている。しかし，

その．マ・（ゴンはまぎれも塗くコγピ．ユ　一一タ・

であり，．・その機能は1960年頃の中型からそ

れ以上のコ：ノピュ・一タに匹敵するという。

　アイコγは言う重でも温くマイク．．Pコン

ピュータの略称であるが，普通マイPンと

呼ばれているものは正確にはパーツナルユ

ンピ‘ ?ﾈ菅である（23）己マイクロ「コンピュL

ダとぽコンピュータ、として必要な最少限の

機能をLSIのジリコンチラプ1枚～数枚

に納めたものを称し，塵業用の制御機械を

はじめ，一クーラYやミシン，’1 d子レシジに

卸る家庭零化製品，数千円程産¢）電子ゲー：

・卑欺も憶込ま抑・6・それ1に規

向ヅナ㌍ン『鋼桝LSIを＋数
個から獅個使概・、肩ASIC・PASCAL

などの高級言語によってプロ．グラムを組む

ことを可能にしているシスデムを言う。20

縮めうちに中型コンピュータの機能が手に
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表1、ENIACとマイコン（F8）との比較

‘ENIA（1（1946年） F8（一例）（1977年）

1．大きさ』

．2．電力消費

’3．「．固定（ROM）記Jl意

・4，ランダム（RAM）記憶

5．　クPック周波数．「

6．主構成素子

7．抵抗器

8．．コンデンサ

9．　リレースイッチ

10．　加算速度

11：無故障時間

121重さ

　　　81m3

　　140kW
　　　16Kb

　　　IKb
　　lookHz
、真空管　18，000本

　　70，　OOO

　　10，　OOO

　　　’7，　500　・

10進12桁200μs

　　数時間
　　　30　t

　　O．　OOO3m3

　　　．　2．　5W　’

　　　16Kb　　　ド　．

　　　　8Kb

　　　2MHz
トランジスタ　20，000個

　　　　o
　　　　・2

　　　　0　，
　10進8桁、15ρμs

　　　数年間’

　　　soo　g

　SCIENC．E，　March　18，　1977．）’

　　　　　　　　　　　　　　し

乗せられる程の大きき「になったのは，1この．

澗ρマイクpiレぞト・二奴の発展の結．

果で餐・おずか数年師ちに数坊円の

卓上軍気計算機は名刺犬ρ大きさになb，

胸ボケ・トに紐つたことや信鮒の高
V’デジタル式の民間がレス・ランでの食，

＄OP　i’回錐峨用で手に神ることカミで

きるよう・になった1とにもマイク・　F　．tz

クト・ニク、ス技術の発展の驚異的な進歩を、

知るこ・とがでこきる。・’ Dl　l　，．　’　』「　．・．

　コ労ビュータは用いられる主構嘆素子に

よbて世代に分けらpm．6詰手世代は真弓．

管を用．い一ξおり，．第2世代ほトラン；ジヌ

1Pt　，一．第3世代は1（1からLSI昏．と進み，．今

’聯4世代に入りつつ励・鯉の・ンド

．・・@一タには超しSIが徐々に採吊されつつ

昂る・この軒の小塑化・「高密度化ゴ炉ど

‘ピベタQ利騒恥旧き砿ザづっあ
恥ILO‘ ?C労働機関）lesl「マイク・エ

、レク 档jクスの衝撃」（24）≧題する報告書「

を出しているが・その中でヒの拉術の出現

を車輪や電気の利用といった過去の大発明　、

にも鰍ず砿ぎさと広がりをもったでき’

St／iSl；．liln．．v．，　il！，．et　lal，」fClntel！ectual　ti－nXd　Electr6nic　Fuel　for’the，Electronics’Revoluti6n，’e’

　　ごとであるとし餅糊として，融わ

　　、れの社会が蛙を行い，サービろ醍供

　、　し，みずから制御する手段℃ある機械を最「

・終騨つくbか焔という髄あげてい
1る・今日すでセと，7一角程度の大きさの

1’tS平瞼初繭用化趣た・ンピ・tタよ
・∫り遙か縞い臨をもらてし・る925）・’

．／
¥「1か硫みとれるeとは，’・977鞘嵌

　　1946年ゐENIACと比較する・と，・27万分の

』』ト．． A1d）大きさ・7・56，000分の1め消費電力，．・よ1

　　り生きな記憶容量ジ数二倍の信頼性，数万

冷の・ρ聾を回している。．とになる、

・（26）・機能計上に反して，価格1轍万分の

・　”　1．に低下している。1枚のチップの集積度

　tttを見ると11．960年は10ト．ランジスタを集積

』1，・’b’L・たカミ・4978年には66，…三三し．・

、’ P9SS年に酌1・・万トラ〃ス1タの集櫛一

r』予測されている・およ盈鯛で』2倍の割・

　．．合で集積．し，ttコ．ストは毎年25～30％低下す

．．J 驕i17）Q．〈図」）1978年時点での1ビット拳

．一　た卿）コネトは∴斗965年時のコ家トの千分

、』 ﾌ1であ喬。1982年現在では1”．ざらにそ㊧　．

　　’数分の1になって’いるはずであ66．々イク
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図2　チヅプ当たりの素子数の年次変化と将来予測

．出典；垂井康夫“半三体技術の軌跡”　’　　、　　　1’

　　　　　　　　　　　一　一39　一　’

万円　　ロエレ．クトロニグスにおけ’
10
　　　　るこの技術革新にはまだ半

　　　　分の問，「壁がないようであ

　　　　る（表2）（図2）。かりにこ

　　　　のまま2，年間で2倍の集積

　　ブ「度，毎年2S％ゐ価格低下が

　　ロ　続くとすれぽ，．IQ年後には

　’　ti　32倍の集積度で乞0分瞬の・

　　ツ　　　　価格，20年後には1；024倍
　　サ‘
　　の　の集積座で300分ρ1ρ価
5’

　　価格が実現されることにな
　　下る。同時にこの間に，よ’り．

　　　　以上の高速化，高信頼性，

　　　．低消費電力化が進むことに、

　　　　なるだろう。今日，盛んに．

　　　　新世代素子の開発が進めら

　　　　れているが，tt特に溝算速度

　　　　の高速化へゐ要望が強いこ．

　　　　とから，，高速化が進むごと
。‘

ﾉなろう．前章でも述噸

　　　’tが，今日データを処理する

　　　　ように，知識工学を応用し’

　　　　て知識を取扱うこ．とのでぎ

　　　　る知能コンピュ7タとV）う

　　　　ような今日とは異なった設

　　　　計思想の機械も出現してく

　　　　』るだろう。家庭テレビのデ

　　　　ジタル化，』』高品位化と併せ

　　　　て，tt今日のパーソナルtiシ

　　　　・ピ4一タよ．り遙かに高機能

　　　　め超しSIチップが，．あら一　．t

　　　　』』ゆるテレビに警防されるか

　　　　もしれない。テレビのみな

　　　　らず到，いろいろな家庭の実

　　　　用・娯楽学習機器にもそ

　　go　れらのマイ＃ンチップが組

　　　　み込まれることを想像する

　　　　ことはそう唐突なことでは



表2．現在のLSIと予想される超：LSIの性能

現　状 超LSI

大容量化．

　メモリ

　論理回路．

　高速化
　小型・・輕量化

・低価格化

　高信頼化

4，000ビット

100回路

1，000万分め8秒

ロッカーの大きさ

1円／ビット

数百万ビヅト

数回回路

1，000万分の2秒

卓上計算機程度

5銭／ビット

’故障率100分の1

出典；垂井，前掲論文

ない。また，今日ますますコンピュータと
　　　　　　　　　　　　ピ通信機器は融合しつつある。これらの超小

型のゴンピュータと新しい通信システムが

結合した場合」社会や生活を取り巻く情報

環境は相当程度変わらざるを得ないだろ

　う。、次にコソ≠ユータと同様に大きく変化，

一しつつある通信の問題を紹介する。

3．通　　信、

3．1、工SDN（デジタル総合通信網）に向

　けて

　　「グーテンベルクの聖書は活字を組むの

に5年かかったと言われる。しかし，この

聖書は，いまでは通信衛星の一つのチャン
・ネ・レ弓桝伝送することがでぎる，」（28）

ジェ，一ムズ・マーチン（James　Martin）著

後藤和彦温言『テレロム』の1節である。

マイクロエレクトロ・＝クスが驚異的なペー

スで発偏しているOと同様に，通信技術の

進展も著しい。そのなかでも特にその将来

性を嘱望されているのは衛星通信と光通僑

である。’

　もちろん；通信（c6mmunicatfon）は人

卿躁のかな姑塒代か溜る・カツ
ては駅伝や飛脚，ある》・・は峰火，腕木通信

などの手段で人kは遠隔地の

人々に知らせを送っていた。

しかし，、今日通信と言われる

もみの多くは電気通信（Tele－

commun柔cation）である。通・

信の発達は人間の経済活動㊧

広がりとそこから生じる遠隔

地の人々との利害の共通性の

拡大から促されたものであ

る。この点はたとえぽ，ヨー

　ロッパと北米を結ぶ最初の無線電信は証券

．取引におけ’る必要性から行われたという事

　実が明瞭に物語っでいる。19世紀後半から

　20世紀にかけてさまざまな発明が行われ

　た。1875年のアレクサンダー・グラハムL

　ベルによる電話機の発明，1895年のマルコ

　一二による無線電信の発明，1904年のフレ

　ミソグによる二極真空管，1906年のド・フ

　ォレ冬トによる三極真空管は，中でも画期

　的な発明であった。この真空管の発明によ’

　って，持続的で安定した電波を発振する．こ

、とが可能になり，tt．以後の無線通信の飛躍的

発展を導いたと言われる。庵話，電信に続

　いて，2q世界に入るとラジオ，テレビなど

新しい電気通信技術が生まれている。

　　北原安定日本電信電話公社副総裁による

．と，人類はこれまで数次の情報革新の段階

を経ており．，第1に言語能力を獲得し，第

　2に文字を発明し，第3’に印刷機を発明

　し，第4に電信i電話，ラジオ，ファクシミ

　リ，テレビジョンに代表される一連の電気

通信を発明し，今日は電気通信とコンピュ

ーー ^の有機的に結合する第5の情報革命前

夜である（29），とのことである。コンビュー

・タは大：量の情報を短時間に処理し，通信す

・る機能をもつため，その大量の情報を送る

ためには従来の通信網では不十分になって

　くる。そこで，より高速なデy）通信網が
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網

サー’ピズ

形態

放送自

派用線

E電

　データ

／ファックス』

　　約』

キ論ン

（ラジオ）（・Mう
、隔＿，t’@　　、、＿，ノ　・

　　　1．　データ

・．ファンクス

TV電話
6

TV会議　超高速データ

ｴ高速ファックス

@　1

　TV講義

‘高精細

@TV
Tービス

VRS

yイ

TV

CATV
高精細

sV
咜

超高速データ
超高速ファックス

1

ee・ 。亨愚

サ　ビス

脇．
すで1こサービス

として実絶

あるいは順調に
成長しているもの

ユ　　エ　　　　　ユむ　　エ　　　　もエ　　　ゐ　　　　　　　　　エ　　　　　ユむ　　エ　　　　　ユ　　ドエ　　　　　　けエ　アナログ　　

一一トー一』デ，ジ，。ビ。，。・・
’伝送媒体

　　　ペア線
同軸 光フアイパ 伝送媒体

1國3将来の情報通信システムで提供が考えられているサーg“ス

　　　出典；島田禎否，、浅由耕一“多彩な情報サービスを支える基幹技術”

逮妨れてくる．鞭予定さ泌新い・通．

蕩諮ス議羅禦禦窟
1やvisなどの生活映像情報シろテム，　VRS

lll『三三謬㍍霧：1
溶ンク・電子三三館などゐ情報検索，電子’

ll鞭チレlrシフtiレシス滝子新子渉

，1…1台セ．ねりテ・∵％テAなど二上・

1：げるいとまのない程，’多く．みものがあげら．

醜二し潔1喜一撃長1
！麿ゐ伝送をデジタルペ7スで画rイヒし’

》タン・総合通信網）と醸れてい為・蘇の

情輸土羽このエSDN一轍・して
2行われることとなる（32！（図3）。　．　　　、

　tt電電公社ではこのISDN，を基盤に築く，

1「高度情報通信ジスデムめ実験の計画を立て

．ている・菰野三鷹地域がモデル宰験地

盤覇螺羅欝鍛7
tt‘ N3月まで2年半にわ準って言ステムの有

1：禦副帯欝蒲藷鴬野、‘
tt Qで・・光フナイ・ミーヶYブルを弔いろ

．：多彩な騨サrrスを行うことに勧旧い

・　る6

・∫　31’・光フアが一の登場

　　　’画像め伝送峠大量の情報量が必要ζされ．

轡灘即滅鱒：
　　「カラLテレビでは92・・oOO・・OOOビ・…．Fの情報

　・が伝達される。庵ともと，音声の伝達を自

’・
曹ﾆL．て作られてい為電話φケーブル（ぺ

　　．ア線）でぽ・画像民報を送ること1ま困難

　・である。それに対して，テレぐに用いられ
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‘ている同軸ケ「ブルは電話線の1ゴOOO倍も．　　ルビー一．　eレ．一ザー一一の発振に成功し，をの後20

欝ζ画論瀦㌘議搬評‘｛撃驚霧灘惚穿萎鵬’

新聞螺送など多≦：のサLビス痢能とな　三一ザヴリγ触どの光醐灘に

島上弊課。騨二二　をぎ欝諮警寡男瓢艶潮

・り蜷かに多く嚇轍送ることヵミでき・　弓台肋強弱を光信賊難ウ．変換し

その己れた雛をもめ樋信斌として・変換さ繰寸劇フ。イバ身一瞬レを通1

光フ・が樋信管年朗蝶めて帆「っ綬光器に送られ，受輝はその光を贈
る。・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、けてもとρ才気信号に復調する・この光通．

光フ・が子羽ヒプーの懸樋　信は光フ。イ・・＝O出現と発光器の光源で、

信分野姓かしたもの℃その歴史高め’ r半難レー外の室温で噂続薙力・
て新しい6’改めて述べるほどでもないが・　　　可能となった1970年以降からその開発が本、

ヒーザ｝どは，．普通の光がさまざまな披長　　’格化した（33）6

の米が碍Pり（合ってヤ・るのに：対し・同じ位’　　光ファイバー・は髪の毛ほどの太さの石・

相と方離をもった均一団長の光のこと　英ガラスの灘で，二う曝なる騎率の
である。196Q年にメイゼ》（Maiman）が　　／’．ガラスからできている。中心部はコア1周

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辺部はクラ’ッドと呼ばれて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おり，’コアの屈折率がクラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・yドより大きいので，一定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝ゐ角度でレーザー光を入射

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫するとそのままファイバニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リなかを伝わることだなる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図4）。しふし，普通の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガラkを断面から覗いてみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると分かるが，光は途中で．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　損耗しくしまい，遠くまで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届く．ことができない。1970

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年に米国のコrニング社が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、低損失めかヲスファイ．バ「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の開発に成功してから各国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．で低損失ファイ、バーの蘭発’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　競争が進み，今日では106

　　　　　図4光7アイ、バ．rの構造≧光の伝搬　　　　　　km㊧遠方が見えるときの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　空気の透明度に相当する驚

種類 屈折率分布 ・断　・面． マア中の光め伝搬
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異的な低損失ファイ・ミーが実現している。

　この髪の毛ほどの太さの光ファイバー

は，同軸ケーブルが10万の電話の通話が可

能なのに対して，1本で200万以上の通話

を可能にする。容易に折りまげることがで

’き，重さは1kmあたり27　gという軽さ

で，ピアノ線の2倍の破断強度をもつ。そ

のうえ，銅の同軸ケーブルよりはるかに低

損失で（中継器の数を少なくすることがで

ぎる），絶縁物であるので電磁誘導がない

，’ｽめ雑音や漏話がなく，原料は石英なので

．無尽蔵に存在する，等々のメリットをも

1つ6また光ファイバーはごく細いので，ひ
11

ﾆつの管路に数百～数千のファイバーを収

納することができる。光ファイバーにはさ

・まざまの種類があり，それぞれ伝送容量等

が異なるが，特に単一モード型の光ファイ

㌧ミーは正確・大量に情報の伝達ができる。

、電電公社では東京・大阪をはじめとして全

国12区間で光ファイバーの商用実験を開始

tt ｵている。公社では老朽化した既設線を徐

Xに光ファイバーに変えてゆく計画である

が，全国の彪大な既設施設を全部光ファイ

・ミーに換えるのには20年程かかる。光ファ

「イバーはその特性から，画像通信などの広

r帯域信号伝送には向いており，今日の電話

線と同様に各家庭にまで光ファイバーが入

るようになると家庭での情報環境はかなり、

変化するだろう。図書館が所蔵している資

引料を画像情報という形で提供する場合，光

「ファイバー通信はそれにふさわしい通信形

1患である。

3・3衛星通信

　光通信と同様に衛星通信もその将来性が

期待されている通信形態である。通信衛星

はかつては地上の隔絶した地域に伝送する

手段と考えられてきた。その後，国際回線

に，国内長距離電話やテレビの回線に，さ

らにはあらゆるところのコンピュータ端末

を相互接続するデータ通信施設にと，広い

範囲での利用が検討されてきている。今日

では衛星通信はあらゆるタイプの信号を利

用者に提供する多層的な情報・データのア

クセス施設と考えられるに到っている。日

本は国土が狭いために，国内での利用は米

国ほど伸びないかもしれないが，情報への

アクセスに関しては国境は存在しないの

で，衛星通信への需要はますます顕在化す

るだろう。1980年9月にICAS（lnter－

national　Comput6r　Access　Service）カミ開

通し，米国の公衆サービス網であるTYM－

NET，　TELENETに接i続iされているデー

・タベースの利用が可能になり，DIA：LOG，

SDCなど米国の巨大な商用データベース

の利用ができるようになった。1982年の4

月から欧州主要国への接続も実現し，ヨー

ロッパのデータベースの利用も可能になっ

てきている。ヨーロッパの科学技術・医学

関係出版社のコンソーシアムが計画してい

る光デジタルディスクを用いる一凍文献の

提供計画であるADONIS計画（Article

Delivery　Over　／　Network　lnformation

Service）℃も衛星回線を用いた一次文献の

提供サービスを検討している（34）。衛星通信

では音声，データ，画像の通信を高速，高

密度に行うことができ，一つの衛星が取扱

う情報量は尼大である。そのうえ，スペー

スシャトルの時代に入って衛星のコストは

毎年下がり続けている。その低下の率は毎

年40％にも及ぶとのことである。マイクロ

エレクトロニクスや光ファイバー通信など

と同様に衛星通信が将来の社会生活にどの

ようなイソパクbを与えるのか正確な予測

を立てるのは難しい。
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’K

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処理の難しい言語の文書を伝送するの之適

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　している。フラクシミ・りの淵源は19世紀中
　4．1オ7イスオ“．トメ「シ智ン’　　　‘　・’：‘葉に潜るほど1こ古い技術であるぶ，1920年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頃まで実用化ざれず，ユ960年代になbてか

岬アイスオ7轡シrンの齢化、…施と商用フ・クシ・リベの糟糠力・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、生まれている㈹。急速に普及するようにな

．これまで述べてきだような・rン三一　．6たのは・A革命三脚測るよう・になった

タ技術旧離術の飛脚濫淫背景に』との辮である．ブ。クシ・リ撃壌な
して・今日の、QA（office　AutoMation）　　　ので，送信側と受信側の機器のメrカ＿が．

ブームがある。代表的なρ奔機器と鳳パこ　　　異なっていても通信できなげればな1らな

　ソ才〉レ只ンピ辛一タ・フ1アタシミリ・ワー　　い。そのため国際電信電話諮問委員会

1ドプロセヅサ・複写機であるが，この他1こ　　　（CCITT）・でファクシミリの国際規格湊定

産業用ビ残デ・ス・汐イグワ・イル　められている．A4判娠脚枚蝿話回

シスデム謎タ面面ども含ま編・こ「』絵を使って伝送できる速灘よ旋GI，

れらのなかには・．今日のOAブームのかな．．　GH，　G皿：の3規格がある。’GI（6分〉，

り以前か1・．．　zF在晒もの遮るが・ゼィ・　d・1．（31分）の低・中垣機はアナ・グ藤

　ロ4レクト只ニクスと通信技術の進犀がこ　　　’あり，．国樹を連続音声波として送る方式

紡塞出姓み臨・ま縞機能化した　で・・1G皿．q，分）の高速機晒像をデジダ

．こ・とは間幽ない・さらに最近の傾向とし・．∵レ化してパル不信号を送るデジタル機であ

てこ紡の10A灘が多機能譲合灘イζtt・るb』Gl・・．G助灘を併せてもつ高速機・

し・た≧えばワLドブr煽サセぴ一ソナ．．’醐されている（36’・DDX（Digi・・1．　D・ta

～レコンピ・’一等磯能をもた老るとρ・・．7・磁面9・・デジ・・．・レデ壮健交換網凋の超

“ドプ仁セッサに入力した文章をそめまま　　　高速ファクヅミサとして数秒で画像を伝達

速隔地に搬信できるよ5にラ・クジミttリ、・、1．　rできるファ’ク．シ・ミb．や・ンピ』一衣，・CR，

の機鰹持たせたものだとか，ρdR（6P一．ワ．；・F“プ瞳。サ∴マイ如ブイ。シ。な

tica1』Character．Rec・gniti・．n；光学文字諦、11／・t！と「．Sズ’fム化して用いられてい為複合フ’

取装置〉’どファクシミリとコン’ピ』戸タめ　　’ラクシミリ1．不在受信機能ゴ，音声応答機

機能を嘱するというよう画品カミ次々と、’ D龍同報機能・ピ機倉旨など歯っ多機
商品化されセいる。OA機器の中で代表的． @　能フ．十グシミリ「などが開発されてい．る畑7）。

々・クシミ・Vと・「ドズ・セ・解つ㌔∵「』’フ’・・シ・りは勘手の手許tl・デキスド

1（見てみよう’。…　　　　　　　’　　　、’「1を残したまま，受け手に送り届けることが・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、できるζV「・う峙徴をもっているたφ，図書

；今217アクシミ・リttt　・　t・r・ttt _難蕪講幕乳難・’
　マァ．クシ1ミ．リはテキ界’トを画縁と’レて取t一　要する梱包や莞送の手続きを省略できるど

扱う伝送斌であり・欝などの非・」マ、．∫し・うメi］・’・・’”bもあるの四書靹一部

ン7ルファベットや記号・手書き辛字を送「、　「でぽ196q一挙からそみ技術め詔書館におけ・

るこeがで『砥躰語ρよ！に蘭．．瑚癒して趣当購油送・
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．スピード，互換性の欠如などの点で難点が

あったが，その後ファクシミリ技術の進展

の結果，それらの欠点はかなり解消されて’

’きている（38）。

4．3ワードラロセッサから電子出版へ

　日本語ワードプロセッサ（文書作成編集

機）もOAの中心的役割を担うものと．し

て，この1～2年の間に需要が本格化して

きている。昭和53年に始めて製品化されて

．からまだ4年しか経過していないが，この

1間，年200・・r300％増というペースで普及し．

1．てきている。これまで処理の難しかった日

本語の文書の編集や印刷作業を手軽に行

、え，また定型的な文書はフロッピ’一一・・ディス

．クに蓄積しておけぽいつでも必要な時に取

め出すことができるので，特に事務用の肥

州作成には適している。ワードプロセッサ

Q高機能｛4・低価格化も進んでいる。元，

．来，コンピュータが汎用機であるのに対し

1て，ワードプロセッサはコンピュ’一タとほ

とんど同じ構造になってはいても∫文書作

成編集用の単宮津という性格づけがなされ

ていたが，最近では計算機能をもつもの，

グラフ処理のできるもの，B奈SICを用い一

てパーソナルコンピュ7タ並みのプログラ

ミングができるもりなども製品化されてい

る。LSIの高集積化・低価格化に呼応して

価格の面でも急速な低下傾向を示してお

，1り，t　4年前に最初に販売された機種が63σ

、万円ほどの価格であったのζ対し，1982年

「⑩月現在ではすでに59万円という機種も現

麺おり洋純化して言kぽ・4鯛セ；11

分の1の価格にまで低下したことになる。

、「
?ﾍ方式は全文字配列ペンダッチ方式，・

．かな漢字変換方式，連想入力方式，多段シ

フ、ト方式などがあり，特に初心者にも使い

やすいかな漢字変換方式は低価格帯のワー・・

ドプロセッサに多く採用されている。印字

の質に関しては，当然高級機種の方が印字

品質が高く，32×32ドットマトリクスで印

字1する。その点普及機種では16＞＜16ドット

というものもある。

　図書館におけるワードプロセヅザの使用

法については多く可能性をもって考えるこ

とができる。文書事務の合理化というの

は，その前脚性の小さな部分を占めている

にすぎない。欧米諸国でオンライン目録が

普及してきたのに反し，わが国ではあまり

進展してきていない理由の一つに，欧米で．

，はコンピュータ導入以前から日常の業務等

，にタイフ。ライターが利用されていたため，

，コンピュ　一．タのキーボー、ドにあまり異和感

をもつことがなく，またゴアルファベット

は端末機を使って入力や検索を行うのが容

易だという事情もあったはずである。日本

語ワードプロセッサ，特にかな漢字変換方

式はわずかの練習で誰もが容易に入力する

1ことができ，目録原稿の入力業務などに応

用することができる。’ ﾜた，書誌編纂業務

などもワードプロセッサを用いて容易に行

ケことができる。しかし，．ワードプロゼッ

ザが図書館に大きな影響を与えうるのは，．

図書館の内側での利用によってではない。．

出版界が，または印刷産業が出版物作成の

過程にワードプロセッサを用いて編集し，

か？て抄録・索引誌がそうであっ準よう

に，その副産物としての機能可読の版下を

直接オンラインで提供するようになると，

出版物の概念は変更を余儀なくされること

になる。．その場合，図書館資料と蔵書の概

念は大きく変化する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イルムが化学変化を起こし1長期間の保管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に耐える耐久年数をもっているのかどうか

’5・記録の蓄積　’．　　’t．疑翻さ濱きたことなどカ・そφ広範融

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’t、　・普及を妨げてぎた。

　　・5ユ．マイクP資料　唱　』　　　　　　　．そのようなデメリットをもちながらも，噛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この数年のOA　7“　一一ム，オフィスでのべー

　　図書館あ基本的な機能は入間の精神的諸　　　パーレス運動の広がり’otsかで，マイクロ

　括動を記録した資料一7従来は紙に印刷さ　’　写真のシステムほ見直され，興じい機器が

　れたものが圧倒的に多かったが一を収集　∫　次々と発表されてきている。広範な普及を

し将来の二二徹て組織化した上で蓄　妨げてきた軸の一つ砺っ迎撃での
恐し・要求に応じて提供することにある。一　　不備も，マイクロコンピュータを内蔵した

　ファクシミttリ，ワードプPセッサに代表さ．tt、自動検索機能の採用でかなり解消されてき

・れるOA機器の多くは記録法を（情報とい’ @　た。ま迄エレクトロニクスとマイクロ技術

　う用語を使っているが）処理し，伝達する　「　の結合によって，従来のマイクロフイルム

ことに主に用いら織しかし，購館の・のフ。イリングシステムとはかなり異なつ

存在根拠の中で最も重要なものは記録類の　　　たシステムも登場してきている。OCRや

蓄積にある。　．　　　層　　　　　　　』　　ファクシミリとの複合システムなどみほふ

・情靴襟暗漁る領離すべき’に汐ル1ラマイ・・フ、。シ’。をべ以、
記録類も彪大なものになりi・その保管スペ　　　にしk大量画像ファイリングシステ云も出

一スの確保と，要求に応じた迅速な提供と・　－現している。ttt　　．　　　、

証すます騰になってき （いる。’ @，‘手許噺齢道記事・・9・のみしかな硫
　資料をマイ≧・化して賭するとい獄　・め論義な傾蓋廉が泊本囁機．▽ヵ

みは20世紀の初頭から行おれてきた。半弓．．一M社が1年程前に開発したシステムは画

はロールフィルムが主に用いら13．てきた　　　期的である。’記事によると1bマ2mm×

が，その後歯管スペースがより少な’くすむ　　　3mmの細かな画像を560枚納めたウルト

こと，ξり取扱いが簡便なこと等の理由か　　　ラマイクロフィルムを512片円筒形のドラ

ら利用の主体はシート状のマイクロ7イッ　　　云た内蔵し，1台で286，720枚の画像の蓄積

シュに移ってきた。マイクロ資料のメリッ　　　ができ，システムとしてコンピュータにご

トとしては保管スペースが100分の1以下　　　あ装置をつける場合は最大128台まで接続

に縮小できることのほかに・’複製が容易で　　．が可能である1理論家最大3，670万枚め大

南り，配布作業も楽にできること，郵送費　・　量の画像データの自動検索システムができ

等が安くすむことr9その結果どして提供コ　・　る，とのことである。ま允，検索蒔間は1

ズト全体のコストダウンが図れることなど　　　枚わずか2秒であるほか，CCD・（電荷結’

が南げられる。「しかしその反面・三三取り、　合素子）を使って画像データを電気信号に

、のためにマイクロリーダー・を必要とし・必’変換しジファbシミ’リによって引解縁引ρ

要な時にどこででも読むことができないこ　『　画質O’ハードコピーを遠隔地で出力するこ

と，蓄積し慣料に粉嬉回報を施し　・鈍で論という・。

ておかないζ冠する結団婦こと・フ　・図舗の全鶴をマイ・・化し紙爵
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たないマイクロ写真図書館の構想はこれま

；でもあったが，M社の渚ス∫テムを最大に使

用すれぽ中規模程度の図書館はこのシネテ

ムの中に納まってしまうだろう。この場

合，一もちろんコストパーフォーマンスと読

書という行為そのものの性格を考慮外に置

いて述べているにすぎないのであるが・・ニ…，

（40）o

5。2光ディスク

　このようなマイクロ写真技術を基礎にレ

た大量蓄積システムのほかに・光技術の成

果を生かし準大量蓄積システムもある。そ

の中で今日最：も注目を集めfいるのが光デ

ィスクを用いたシステムである（41）。光デど

スクにはいくつかの種類があるが，大別す

1ると蒋生専用形と記録：再生形に分かれる。

．再生専用形のなかで家庭用ビデオディスク

．は昨年（1981），すでに商品化されている。

1塩出再生形に分類されているドキュメント

i・17こ口ルや計算機汎用メモリー（光デジタ

1：／げ・ス・と総称される）のうち販売され

llるようになつ．た機種もあるが，まだ製品と

：七℃完成の域に達していない6

　、特に光デジタルディスクはコンピュータ，

Y－sip通信に用いられるデジタル信号を直接取

レ扱うことができるので・これからの情報通

ミ信システムとの整合性もよい。もともと，

鍼賜スクはカラニテレビ・ビデオテープ

評・プ己セこつ嫁四三鄭として醗

轡てきたが斥の難蝉艮蓄積にもふ

鱗無能遍智嚢釜謡総1ξ

れ開発されてきたものである。光ディスク

tt／，ば記録媒体としてかなり卓越した特律をも

∵らている。具体的には　1）　記録密度が極

あて高くわずか1枚のディスクで1，万～数

万ページのドキュメン．トを記録できること

2）高速のランダムアクセスが可能で，必

要な静止三二に1秒以下でアぞセスするこ

とがでぎること　3）’長期間情報を保存で

きること　4）　itンピュータ，「通信機器と

の複合化が審易で，ぐその組合わせによつで

多彩な利用が可能になること等を挙げるこ

とができる。「 ｱの技術も今後の急速な成長

が見込まれており，一つの試算によれぽ

1インチあたり30σ本の走査線という高解

像の再生を前提として，1980年段階で1枚

のディスクあたり4，115ページ記録する容

量があったが，ユ981／82年段階でその1σ．

倍の容量が研究所の実験で確認されてお

　り，1985年前はさらにその10倍の容量の実

境が予測されてい6（42）。このディスグをか

　りに1，000枚収納するジュークボ、ックスタ

イプの大量記録装置が設置されると，ジュ

　ークボックス1台で300ページ平均の図書

　・雑誌をほぼ140万冊収納できることにな

　る（43）（表3）。

　　A．tfi　s年内外のうちに出現が予定されて

　いる，この大量記録装置の原型はすでに作写

成され℃いる・1・98・年・2月に開催された第

　5回国際オンライン情報会議の報告の中

　に，Philips　Data　SYstems社のMegadoc

　と命名された電子ドキュメツト蓄積システ

　ムが出品されたと報tられている（44？。この

2ス弘では敢のデ略クに約25・00曝
　のドキゴメストを蓄積し，このディ，スクを

　ジュー」クボッ．クス形式で64枚収容し，IQO

　万ページ以」・の蓄積・検索が可能で，アク』

　．セス時間はIO秒以内とのことである。

　　　　　　　ノ　　ディスク，の数を：増やすかどうかは技術的

　な問題ではなくジ画一ズがあるかどうかと

　いう問題である。その点に関しては後段の

　デー，タベースの発犀について述べた折に，

　再めて触れたい。
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表3光デジタルディスクの記録容量

容 量

年 開発ディ’ス．ク 匡・・レルテキス・ぺrジ数

1980

1981／82

1985

1987

1987

現在の容量

研究所での実験ずみ容量

予測容量　　　　　　　　　　、

’光デジタルディスクパック（10枚）

光デジタルディスクジューLグボッ，クス（1，000枚）

2　×　lolo

2　×　10it

2　×　1012

2　×　1013

．　2　×　10is

　4，　115

　，41，　150

　411，　500

4，　115，　OOO

4．　12×108　．

出典；Fred　E．　Matsh“Videodisc，　Technology”CONF－810322－1

VI三ユーメディアr家庭情

　　噛報羽ステム

　　r第3の波』の著者が将来の家庭と仕事

・の姿であるとして「エレクトロニジクコテ

　ヅジ」と「在宅勤務⊥を主張してから，家

庭惰報シズテAは広く人口に謄逃している

　が，主に図書館とかかわりのある部分を中

心に述べてみたい。

　　おそらく，家庭での情報システムはテレ

，ビを中心に構成されることになるだろう。

　テレビに使われている同軸ケープ～レはテレ

　ビの画像と音声のほかに，さまざまな情報

を伝達することができる。それはすでにス

　テレオ放送，’三三国語放送という多重放送

の形でその可能性め一部がすでに家庭に取

　り入れられようとしている。この他に文字

多重放送，双方向TVなど今日研究開発の

進められているものは多い。

　　今日のテレビを始め放送形のマスメディ

、「

Aにはいくつかの欠点がある。一つは放送

Q一回性ということで（45），一t度見逃したり

聞き逃した場合，再び見たり聞いたりする

　ことは難しい。VTRや二二ットテープレ

　コーダ渦を用いて，あらかじめ放送時間と

内容が分かっている場合は，’ ｯ守番録画を

行い，後で見ることができるが，すべての

番組があらかじめ放送時間と内容が分かっ

ているわけでもなく，また後に利用する可．

能性があるとい．うととですべての番組を録

画？録音することができるおけでもない。

そのため当然のことながら視聴者は放送の

時間帯に制約されることになる。土つ目の

欠点は放送メディアだけではなく，すべて

のマスコミュニケーションに関係すること

であるが，一つの放送は最大限の視聴率を

’；期待して行われるために，常に平均的な視

聴者を対象にし，個々人の個別的な興味や，

必要に応じた特定の個別的な情報を流すこ

とができないことがあげられる。今後家庭

のテレどが変わるとすれに，この二点の欠

点を解消する方向で変わってゆくだろう。

今日ニューメディアとして注目を集あてい

るテレデを中心としたシステムはゴ双方向

通信ができるなど視聴者の選択の範囲を大

幅に広げている。・

　半国ではすでに多くの家庭が有線テレビ

網に加入しており，これまでの放送テレビ

では見られなかった多様な文化的内容の番

組を享受しているようである。また，チャ

ンネルの数が増えれば，これまでのような
　　し　　　　　　し　　　　　　　　　　　メ　ヒ

つく’りものやショー的な番組ぽその一部分

一48一
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だけにあれぽよいごとになる。一日中三ユ『　．　がある。英国のシステムPrestelが最も三

一スを流している番組や詩の朗読などの番　1．　くから開発され普及度も高い6Prestelへ

組など多種の番組がすでにある，（もっと　　　の情報提供者は700機関にの判る』という。．

も，このような加入テ’レビは必ずしも文化　　　欧州，、カナダは政府がこのシステムの開発・

的なものばかり、ではなく，この放送形態がtt　に主導的であるのに対し・，米国では民間三

無検閲であ為ごとを利甲し・ハ〕ドポルノ　’　導型であったため・二忌ズ㊧確定と鐸資の

も流されており，視聴率は高いという（46）。）　　　確実塗見返りゐミにつぎりするまで開発ゐ保

　このような有線形の加入テレビを含め，　‘　進には消極的であったが，1980年以降主に

放送形のデレテキストや双方向のビデ『オ、　　ホー呑セヨッゼングや～ミンキングの面でビ

・テックスなど，、家庭のテレビを利用しだ1　　ジネスどぴζ擁算が成り立つ見込みが高く．

情報入手・提供の手無にどのよう撮もの　　・なったため，‘積極的な姿勢に転じて：い’ると

、が考えられるか羅列してみよう。チモン・ネ　tt・言われる・

ルの選択の潜力・広秘という点力・ら教、‘．36囑行塑テムのなかで89吻システ・

6と，映箇専用，二S一ズ専用，音楽番組1　t4が情報検索の機能をもち149％がゲーム

専用，スポーツ専用などの特定の放送内容　　　、・娯楽，43％が消費者情報・．19％が電子メ

をもつチ》シネルが現われる可能性ヵミあ．　　ッセージ，14％がデー一．タ処理，11％が家庭ttt

るるまた，テ曜電話や電子郵億電子黒．龍の機能をもっている・一

板な：ξ入とのメッセーe一・ジゐ交換にも陣うこ　　　　これらめシステムのなかでも、カカダの

とがでぎる。さらにコンピュータとテレビ　　　Telidon　’システムは優れた忌避をもってい

を結合し，CAI（comput6r　Aided　’　lnst・∠　　．る（47）。　TelidQ＃ジステム：の基本的な設計思

ruction）どいう応答しな述ら学ぶことので　　「想は端末装置と通信媒体とデヅタベ；・一・・スを

きる教育，カタ、ログシ9ッ1ピジグ；催物情1一　独立させ∫それぞれの技術ρ変革めスぜ一

報等のコミ・ユニティー情報提供，・旅行・家　　．ドめ違いに対応している。牟とえぽ・英数

ポ「ツ・ホビ樽のり・リェ骸。ソ翻　宅図購族示するキ・ラ・タマジエネ

重富さらには図書？ビ．9一，図書館案内i　　　セーぞマなど端末装置はLSI技術の士関・

騨検索灘断たせて百科辞典サービ、．によつ嘆化する慮ろうし樋信義体e｛1・　i

み文轍粛、・yフti・vン短甲ビスなど・』 ･心油光フ・が一；鯉瀦回繊
にも用いるごとができる。永＿ムプリンタ　‘、ぜにまって対応が異なる・テレビ．自体も高．

一としてテレビ受像機を用いた場合，’ d子　　．解像のものが出現するだろう・．t’の他i：reli一

新聞などのほか雑誌などの刊行物の家庭配「　　dohシズテム「では中央のデータベースから．

送，．SDIサr’一一ビろ；図書嬉ゐ貸出やレファ　tt端末機にプログラムを供給し；端末を〉く一〆1

レンスの受入れポズドと．し郁利用でぎ、．，ツナ岬ンピゾタとして用いる・テレソフ

る6　．．　　　・・．r、tけ可や拘セ」ジの伝達懲を行う
　コンピュータ、と通信とテレビを結合した　　tt電子黒板・電子メ、ッセージも将来予籍して

ビデナテ・ックスは今日すでセζイずリスi7　、　いる。、

ラジ勾当ドイツ，カナダ，アメ’リカ，：日　　　このビデオデック．スはすでに図書館界で

本など堆界里数四国で実用化されているか，　　1利用ざれている6　’ec国図書館くBL）では・

騨吻1981年脚町テ∵N旦桜鱒㎞断タペ



一スに入れており，またBLはAslib（専　　　成長するであろうが，このシステムを使っ・

門図書館協会）と協力してPreste1をコミ

ュ．ニティ情報および公共図書館のレファレ

ンスサービス面での改善に役立てるため，

．，6館の公共図書館に実験を依頼したσ米国

でもOCLC，　Inc．は“図書館サrビスの家

庭配達（H・me　Delivery．・f　Lib・a・y　Se士一

vices）”と称する実験を実施し，コロンバ

スの200軒の家庭に近くの六学図書館と公

共図書館の目録の利用や百科辞典め利用を

ビデオテックスを通雲て行うととを試み

た（48）。

　このビデオテックスが光ディズクなど大

容：量の記録システムやデータベースとリン

クした場合，家庭での惰報システムが寒

きぐ変わることになろう。しかし，家庭で

高度な学術惰報や専門知識が必要とされて・

いるのか，誰で＄使えるような分かりやす

く∵また応用力のあるソーフトウエアが開発

可能か，・十分に魅力をもち，利用者が喜ん．

で入手した画面に料金を支払うようなデー’

タベースをもつことができるのか等，多く

の疑問点が残されている。このようなシス

’テムへの要求の重心は「何らかの誘導ある

いは規制がない限り，教育的なものでさえ，

・ないであろう（49）」という意見も述べられて

いる。ζのようなシステムはある程度シス

テムが大きくならないと利用のメリットが

少なく，大規模なシスデムを構築するには

多大な初期投資額が必要なので，最：初から

全く民間べrスで進めることに困難だろ
う。’

　このシステムもまた図書館の未来に大き

な影響を与えうる技術であるが，システム

「が育ってゆき，．大規模に普及すれぽ図書

：館は自然にその営ステムの中に入らてゆ

く，という・ようなものではない。おそら

く，この営メ・テムti＊今後10年内外にかなり

　て図書館サービスの領域を広げるかどうか

　は図書館自体で判断することであろう。

　粗　デ｝タベースの沿革と展望
t

　　、これまで述べてきた技術はいわぽ図書館

　の外側で育ってきた技術であり，図書館の

　機能やサービスの合理化の促進，あるいは

　これまでの図書館では考えられてこなかっ

　た新しい役割の創出に役立ちうる技術であ

　るが，図書館機能の中から生み出され・図

　書館サLビスを非伝統的な形で行う技術も

　生み出されている。

　　データベースサービスは普通図書館とは

　別個のものと考えられている。このサrビ

　．ヌ・が図書館機能を肩代りする形で育って

　きたものであり，そのサービスの本質は図

　書館サービスの基本的な構成部分であるこ

　’とはあまり指摘されていない。今日すでに・

　データベースは世界全体で1，40σ以上存在

　すると言おれている。日本国内では約20の

　公機関と30病弱の民間のデータベースサー

　ビス会社がある。日本のデータドースサー

　ビズは欧米と比べて市場規模も小さく，』ま

　だ全面的な離陸期には入っていないようで

　ある。欧米では毎年前年度比25～35％とV・

　う高い成長率を示している。欧米，特に米．

　国でデータベース産業が急速に成長してい

　る理由にいくつかの点が指摘されている

・が，なかでも政府のプロジェクトとしてソ

　フ・トウエアの開発を進めたこと，政府で保

　有しているデータを磁気テープの形で民間

　へ提供するなどいわゆる　Information

　Transferが確立’していたこと，通信回線

　の制約が撤廃され，VAN（Value　Added

　Network；付加価値通信網）が出現し，二
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ドキュメント

Eファイルデータ

xース ファクト・
o　　ン　　ク 数値情報

… 画像情報

網雪三二辮『

i映像情報
i　（動画情報）

i

L．音声情報

統計データ（経済・社会…）

特殊データ（観測・実験…），…

心電図，X線写真，　RS写真，

設計図，不動産図面，…．

（自然観察）（実験観察）・

（趣味）（スポーツ）（教育）…

．（自然音声）（人声）（機械音）

（風物音）（音楽）……

図5．データベースの分類

由競争を行ったこと・社会的に情報の価但

が認識されていたことなどぷ特に強調され

ている。二方日本め場合，仕様・y一ド等

の標準化が遅れていること，通信回線の制

約，データベース自体の不足みために，ま．

だデータベースサービスが成長する条件が

十分には整っていないようである（50）。「

　データベごスサービスとは産業や社会生

活に必要な情報を磁気ディkク等に蓄積

し，．情報の氾濫と呼ばれる現象の中からコ

ンピュータを用いて選択し，情報を必要と

している人に電気通信メディアを通じて提

供するものである。データベースにほ種々

さまざまな種類があるが，大別すると文献

のデータベースと数値等のデータを扱うフ

ァクトデータベースに分けられる。データ．

ベースの分類の一つとして図5に日本の：デ

ータベース・サービス業連絡懇談会の分類，

を示す。

　データベースはこれまで図書館の基本的

機能の一部であった資料検索の機械化を行

うことをそり目的としており，そのサービ

スの機能は本来図書館の機能だが，・これま．

でのところ図書館サービスのうち主にレフ

ァレンス部門だけが独立した色彩が濃い。

アー、タベー一一スサー

ビスは1960年代た

；米国で誕生した。

．誕生の背景にあっ

．た第1の原因は，

米国政府が科学技

術情報の価値を重

視し，周の政策ど

して国の研究開発

の成果を民間に公

開し，技術移転を

積極的に行ったと

とであった（52）。そ

の結果政府委託研究の多くの成果のより迅

速な民間への移転を目的とした技術リポL

ト類の抄録・索引誌が誕生し，また迅速な

利用に応えるものとするため，抄録誌の機

械編纂および情報の蓄積と検索の機械化が

検討された。抄録誌の機械編集は初め編集

『を容易にするために行われたものである

が，その後副産物である機械可読テLプそ

めものに利用価値があることが注目される

ようになった。

　商用データベースは1950年代半ぽにパッ

テ処理のシステムが構築され始め；1972年

頃からオンライγサービkを開始してい

る。米国の代表的なオンライン情報サービ、

スにDIALOG，　SDC，　BRSがある。

　1980年末にDIALO（｝は人文，社会，自

然の各分野の150のデ」タベース，SDCは

自然，社会科学の76を越えるデータベー

ン「，BRSも40を越すデータベースをもち・

それぞれ特色を出しながらサービスを行っ

てい・る。

　このような商用オンラインデータベー家

のほかに，図書館と特に関係の深いデー衣

ベー q’サーピ』ス・とUてBibliographic

Utility　（書誌共同利用機関）　の行っで
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　いるサー，t“スがある。代表的な　Utility　．．　項目の輝査やt’．発行部数の少ない雑諦の諦

　にOCLC，・’RLIN（Research：Libraries　．』文なども調べるこ・とができるようになった’

　Ihfor血ati面Network），WLN（Washing一　　．が，一’次文献の提供を受けられないために・

・…Libf・・y　N…6Tk）1カ日あり1な．か．弊フヲストレーシ・ン稽灘れる・と

　　でも・OC亡d・撮大の規模をもってL｝、いう結果にもなり醜なかった・このジレ

、． 驕A・ @」’tttt「川・、．1’・ンマ辮決はう・としているのが一次蝋
　　　醸らの肺1i・9，aphi・．U・ili・i・・は主に．の雛ジス弘である・DIALOGのDIAL

　　大学図書館り協力緯緯として出肇し；図書　　　ORDER・SDC・の　Maildg6P　System・

　　館資源り共醜用，説め畑利用治り一JIρ§Tの辛ORDE既撒第に多くのシ
　　購鑓営・朴の上昇を鍵えることを・．・ステムがζの一次文献難システムを採用

　　訥として、壷識初嚇ンライン孫ッ　しつらあ6・．しかレこれは発注の依頼の

　　ト・一ク伽（℃LC戸・・97・年に開始し，・、みオンラインによ．って三三雛機窓

　　・ρLCはその徽長を続『け・98・無セポ・・送れるとい’う・ものでその後の複写購ご

．2・’5・Q機関以＃鯵力uu，　QcLc四穴嚇』「よる写料の発送などには手作業による部、

　　の端末は3，609以上設置されている。’また　．　分が多いためジ時間的塗短縮に峠限界があ

　’そのe一ビスを目録のみならず逐次刊行物tt．る。郵送に代えて7．アク警ミ．リ等を用い6

　　鯉輔互難など臨戦さら嫁庭、・』電子麟伝送搬も徐々に蹴熱てはき
　　の莉用都対射・したマid・…kに爵そ：「r・・るが・一Uzes・料提供機関セ副審され

　　’のサービネ範囲の拡張も検討している。　　　　ている7次文献が電子化さ趣「恥るわけ

　　　さて，商用オンラインサー．．ビメはまだ開　「、　ではないので・やはりそう劇的な時間の

　．始さ総てがらやつ．e　lo年を経過したばかり　・、舞縮がでぎると・いうものではない6　r心心・

　　である。その間に図書館や情報へのアクセ、．．．献丹砂システムやファクシミリの利用はい・

　　スをめぐる環境は大きく変化して藻し，　あばれテイ悪報サ＝　・・“スの過縦な段．

　　データベー狛偏量占勺野市に大き繰　』階でかて澱終的嘆ゴーザーの検索・、

蹄謝前郷轍・・年2q鰯ちに　‘リクーズトの発送か虎子舗フ・イ庵
　　さらに大きく変ib6てゆくだろう・畑ホど．経て・・一敵騨ユーザτに提供される一・

のよ独傾向で変化ナるのだろ臨、♂　脚なシヌテムができることにな’るだろ

　　　ナンラd，ン・データベースサ汁ビメは確　　』う6

　　かに便莉で崩がジデータベr・・，．特蚊’・　ri一ン．ライッ解サー細書・あってこれま

　　‘献データベースはそれ自体として完結する　・で常に先駆的な役割を果たしてきたNLM　l

　　ものではない。函書館にたとえれば，、イン、　』　（Nati6nal　Library　of　Medicine；国立医

　　ラ牙一メーションデスクで案内を受けて目　　．．学図書館）が・現在MEDLARS皿とい

　　録を弓kヒとができだという程度のこと．う・次期システムの蹴を進めてい6・．この

　　’を行？9いるにすぎない・目録で必要な文　　　システムでは・r次文献ρ供給シ苓テムを

　　献観潤てもそれ燗では離瞬さ’も餌で鴨こと螺細し1該でに丁逸1
　　一ず，貼用者が必要とするものはそめ目録が　　’文献をデ「一タづ7ス』に蓄積しでいるシステ．

　　獅する欽蝋でPt・オンライ聯艮　璽出勢てきでいる1たとえば・．・Mead．

　　糠の蘇これま窺斑斑きなかつ＃1’、D・‡・19・n・・a1樽NE文ISと嗣るデ7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－r一　52　一一一



タベースを三脚て・・るカS，　i．のNEX・S．・なU・酵として弱タル化すれば処郵

にはW・・hi・g…P…rN・w・Week・‘ @糊である・1この場fi：・．もちろん大きな記・

Economist・ptm’s　Review，等数十の新聞・　　・録容：量をi要するが，メ’モリーの，ビヅトあた．

雑誌の全記事と’ロイター，APなど通信即興「’り単価の魯進な低下を考えれば十分匿採算

の報道記事がフルテキス．tlの形で蓄積され　　　に合うく図6）（54）。画像のデジタル化では，・

ている。7ルテキスト提供を現在大規模に幽 @t一すでに印刷ぺL一ジ1ページあたり1秒程度・

検討してV〕る機関も拳ろ。科学技at／関係の　．　の時間で処理することのできる機器が開発

出版社が中心となって別会社を設立し準備　　　されている。あるいぼわぎわざ出版物を画

を行っているAPONIS計画では’3；500～　．・像としてデジ：タル化しなく1と一も，ウァドブ

5・000タイトルの雑誌の7ルテキストをデ　・・ロセ曇サを用いて編集した平版物はそρ機

一タづ一スに蓄積することをめざしてい・　　械可読形のテキスト・をそのままデータづ卍

．る6ヨーp’ッパ共同体委員会は1979年に米．　　ヌに入れればいいあである。

国の著名：な調査機関であるArthurD・：Little　t　t　t、しかしt’：日奉においてはまti’r’一タベー

社に“文献のデジタルイtとその伝ig”1』｝eD．　．　．．必サLビス鰯く，図論との齢・おい

いて総督依頼し・A「thu「P・・Li亡t｝e硅．’．てもまだ切迫したものaよなっていないよ，1

カ1・98・年に発表したA皐T即IS計醜　ラ換る・商用オンライ沙一甑シ・つL）・’

注目に値する（f「3）。ARTEMIS　（Aロto－1「　てはジJICST’の」OISが1976年に専用回ttt

matic　Retrieval　of．　T『えt　form　Europe’s』』．線でサービスを開始し・・日本特許情報毛シ』

MUItinational　Information　Service）のア、・．ターのPATOL！Sが1979年・日本軽済新

，ク1ロニムはローヤ㊧女神・DIANAと同一　　　聞社のNEEDS－IRIが1981年といずれもサ・

神で・狩と月の女神．0名で南る。このロア・　　rビス開始から日炉残い・米1国のOCLC

シチックな名前のシスデみ峠コンビ2ユータ　　　なしに相当するBibliographic　Utilityをま

と通信リン・からなるネ・・砂一・ジス7＝　’・　．・，ま載立して喰…主要先進国の嫡で．

ムであり・シスデムへの情報提供老はネッ’ @　オンライン情輯処理の年間成長率は月本が

ト・ご T通じて利儲に蝋のフルテキ・．最砥いことか6．・躰酵プ㌻ス汐ミヒ
ラttトを提供する。情報提供者は図書飽出　　　欧米のようなピジチで成長するζとを疑問’．

版機関等であり，情報提供者が，文献のデ　．　回す為声もある。日本の場合，・目白語はア

ジ衣ノヒ化を行う・、利用者が文献の依輯を端　　－7？ラナベジ．トほど容易には肇縁処理できな．

末，郵便，1電話を使って行うと，このシス　，t　かったという女国事でのデメリシトもあっ

テム「�ﾊじてデジタル化された文献データ・　　・たが，今後入力方法に画像入力やパターン』

やス碗利賭に1フ．ルテキストの形で　肋を用いるとデ・リジト而な暁騰、

蝉が送られる・　　，　一’れる・日本でデ’“rタベースの星羅低、く抑
　このような大規模な一次文献蓄積システ　『　えられているのは文化的原因であるよりも

ムヵ噸可能飾るφはrンピータ・1一、鞭的原因嘩廃するものζ思われる・

LS工難船拉欝の蹄とともに1塑．旧本鴫間デづベースサービ喋御
「ディろ　g’などの大区営記録革術の発展が荊　　　構嘆ずるデータベニズ・サービス業懇談今

提となっている。』テキストのデジタル化に・・　はig80年5月に“データベース産業振興の

しても，文字をごつずつコード化するピと　　　ための提言”を公表した。参考になる部分
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図6　ランダム・アクセス記憶のコスト見通し
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’も多いので主要な点を紹介する（5P。

　・著作権や権利関係の明確化と保護基’

　　準の確立、

　’・　標準化の促進

　，　通信回線利用制度め改善

　・　データベースの構築・維持への直接

　　の助成

　・　イ，77．オーメーション乳スペシャリ

　　ス、トの養成

　・　政府保有データベースの適切・早急

　　，な公開　　　　　　’　　

　日本でのデータ尺一スの発展のために

は，これらの提言を受けて十分に検討する

必要があるだろう。

wn　情報化の進展のなかでの

　　図書館の存在根拠

1．　ランカスタ「の予測

　ここまではLSI技術などのマイク『エ

レクトロニグス技術，通信技術，情報蓄積

技術，その複合的な形態である家庭情報シ

ステムとデータベースの開発の現状報告を

個々に独立した形で取り扱ってきた。それ

ぞれの技術は驚異的に進展しており，その

技術をどれか一つだけ取り出して社会にお

けるインパクトを論じても十分に衝撃的な

結論を導き出すことができる。ことにこれ

らの技術が情報の処理，蓄積，伝達を取扱

っているため，基本的に機能面で重なって

いる図書館たとって，与えられる影響はさ

らに大きい。また，これらの技術が一つず

つが独立しているわけではなく，相互に

影響を与えながち成長し，個々の技術が次

、第に融合し，社会全体を有機的に結びあわ

せる一つの総合情報システムを構成しつつ

ある，という観点を見落すわけにはいかな

い。V－3に述べた，・ISDNの段階になれば

電話，ファクシ．ミリ，画像通信，データ通

信電報加入電信蛇が統合＊れ「ぢ

ての情報が一つQネットワークにより，伝

達・蓄積・変換あるいは処理され，いわゆ

る．iンフォーメーシ、ヨン・tネットワーク・

システムが成熟し：・高度情報化社会の基盤

が形成される」。この時代一憶いぜい10CY

20年程度の近い将来であるがしにおける

図書館サービスはどのようになるのだろう

か。

　イリノイ大学図書館学研究室のランカス

ター教授（F．W．　Lancastサr）はこの書籍の

電子化（電子出版と呼ばれる）の過程を基

礎に置き，図書館の未来像を極めてリアル

に描いてみせる。少し長くなるが，彼の述

べるところを紹介したい。

　彼は現代社会は紙による通信から電子的

な通信への自然な移行の低い段階にあると

いう。グーテンベルク以来紙の印刷物は

500年間続き，1960年代初めにIndex　Me・

dicusが機械前平形で出されてから出版物

の生産≧配布は機械可諦と紙昏の印刷とい「

う二つの形態が平行して存在している。印

刷を行わない機械可読形態のみの全く新し

い出版物も出現してきている。紙の出版物

の生産と流通コズトと比較して，『電子形態

の出版物の生産と流通のコストは急速に低

下しつつある6・今後，最初に学術雑誌とあ

る種の参考図書が消滅する。．図書や規格，

特許のフルテキスト提供も日程にの翠って

いる。図書館はコンピュータと通信に二通

りの方法で影響を受けてきた。一つは収集

『・ L録・貸出・目録などの内部処理の面で

あり，もう一つは外部データ飛一スの利用．

においてである。前者は後者と比べてその

意義は小さく，図書館の本質的な変化を伴
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おない。後者はより重要で影響力をもち，

従来のく蔵書〉〈図書館〉〈図書館員〉の

全イメーージを変更するρ外部データベース

層によって〈図書館〉はコレクションなしで

く図書館〉であり得ることになる。ランカ

スターは図書館はある意味でdisembodied

　（叢誌分離）を始めていると隠球る。そttし

・て，　「電子的情報源渉重要性を増し，・坐り

情報源が衰退し，オフィスや家庭で端末機

がありふれたものとなり，研究者一人一人

がオンラインデータベーろを気楽に親しみ・

をもって使うようになってくる移行の後半

では，研究者が図書館を訪れる必要性は急

速に消滅する。この時，施設としての図書

館は祠聯勺嘆退を始める・’．ランガス、

ターぽ図書館衰退のシナリオをこのように

生き生きと描く。

　しかし，ランカ不ターが述べている図書

館とは調査図書館と専：門図書館であり1．国、

立図書館や公芸図書館を念頭に置いて占い

、てはい繊・。また，彼が完全なドーバー、レ

ス社会を語る時も小説，聖書，娯楽雑誌，

児童書などは除外している。この点につい

て筆者は，マイク白エレクトロニクス技術

と通信技術の衝撃を受けて国立図書館や公

共図書館もそれぞれのく進化〉プロセスを

たどるだろうし，小説や娯楽雑誌なども全

く無関係でありえないと考えている。

2；本に代わるディスプレイ

　今日とbう1時点での技術水準と生活環

境を敷衛して次の時代に当てはめることは

できない6たとえぽディスプレイに向かっ

てr戦争と平和』は読めない，・という場

合，そのディスプレイとは現在の10～20イ

ンチのテレビ装置のブラウン管を想定して

・いるのであろうが，テ．レビ画面自体も変わ

　　りうる。マイクロテンビの一部や腕時計型

　　テレビの画像にはブラウツ管に映し出すの

　　ではなく，デジタル時計などでよく見かけ

　　るようになった液晶ディスプレイを用いて

　　いるものがある。液晶は極めて薄い膜状に

　　なっているので，・ブラウン管のような奥行

　　を必要としない。液晶ディスプレイを使う

　　がどうかは別にしても，次のようなディス

　　プレイを一つ想定してみたい。

　　　大ぎさは文庫本大，A5二大ゴB5判大な

　　ど何種類かあってよい。厚さは2cm前後

　　で，普通の図書とあま’り変わらない厚さで

　　ある。前面にディスプレイと複数個のボタ

　　ンがついている。内部には超小型のディス

　　ク装置かつブルカセ・zトメモリボルダニの

　　ような記録装置部分が組入まれているbマ

　　イクロプロセッサr・とROM（Read　Only

　　Memory）のキャラクタージェネレーター

　　（文字発生装置）一も組入まれている。その

　，ディスプレイは1冊の本を持ち歩くのと同

　　じように気軽に持ち歩くことができ，車内

　　．でも，バ■を待ちながらでも，寝ながらで

　　も楽に見ることができる。これは実に多目

　’的に利用できる。本のフルテヰストが中央

　　めコン，ピュータセシターから供給され，各

　　家庭に光ファイバーケーブルで送られてく

　　るようになれぽ，・本のテキストをそのディ

　　スプレイ装置にロード（録画）させ，，今日

　　の印刷形態の本を読むと同じように読むご『

　　とができるようになるだろう。ペー2をめ

　　くる代おりにforwardのボタンを押し，’

　　前の頁にもどりだい場合はbackのボタン・

　　を押す。ページの指定は電卓のようなテン

　　キ・一；・を用いる。・超小型のディズクかバブル

　　カタットなどの記録媒体は今周のマイ・クロ

．　カゼットと同じ程度の大きさで十分であ

　　り，それは着脱自在で，小型のケースに数

　　十本納めることができるし，ポケ渉トにで一
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もカバンの隅にでも容易に納めることがで，

きる。小説を読みたい場合1本の記録装置

に，たとえば100頁ほど読めそうだと考え．

れぽその分だけロードする。ユ本では記憶

容量をオーバーする場合は次の1本に続き

をロードさせればよい。．このような装置が

出現すれぽ一現在の傾向を敷呈して考え

れば間違いなく出現するように思われるの

だが一’r戦争と平和』をディスプレイで

〈読む〉ことは不可能ではない。またこの

ような装置が出現したならぽ，記録装置に

書物の頁を覚え込ませるのと同P要領で商

品のカダログやコンピュータゲームを覚え

込ませることもできるようになるであろう

し，uンピュータを利用した学習機器とし

ても使えるだろう。その他メモ帳の代用，

二二，辞書としても使えるようになるだろ

う。今日人が外出をする時，本や手帳，

トランジスタラジオや小型のテープレコー

ダーを持って出るように，．この装置を手

にして外出することになるかもしれない。

静止薗像の多目的な利用とともに，データ

ベースサービスの受容体としての役割をも

ち，あらゆるデータベースサービスと人間

．を結ぶイ・ンタフェースとなるだろう。

　ここで述べたいことは，このような装置

が作られれぽよい，ということではない。

〈本を読む〉という行為は印刷された活字

を読むという行為だけを意味するわけでな

い。本が人間の精神的諸活動を記録する

く器〉であるならば；人はそのく器〉の内

容物に接することができれぽいいのであっ

て，〈器〉の形態自体は時代とともに変わ

，りうるものである。

　本を読む代わりにディスプレイの画面を

読むという・ごとは将来的には必ず・しも不可

能ではない。もちろん，ハンディーで高性

、能なディスプレイができても本の手触わ

　り1紙の香りを好む人は多いだろうし，ボ

　タンを押すよりはページをめくる方がよ

　い，と言う人もいるだろう。さらに，自分

　は本を読みながらアンダーラインを引く癖

　があるとか，意見や印象を書込めないと囲

　るという，より具体的な理由で：使わない人，

　もいるだろう。アンダーライン程度なら少

毛工夫をすれぽ技術的に可能であろうが，「

　書込みとなると不訂能ではないにしてもす

，ぐには解決しないだろう。ラジオが出現し

　だ後にテレビが発明されてもラジオが消滅’

　せず，』両者が共存しメディア構成を多層化

　していったように，携帯用ディスプレイは

　すぐに紙を駆逐する．ことはなく，両者が共

　存し続けることも考えられよう。しかし，見

　落せない点として紙ど印刷のコストが下が

　ることはまず考えられないが，電子的なメ．

　ディアは毎年珍0㌣30％のコストの低下が見

　込まれる，ということである。・ある時点を

・期しで一それがいつ起こるめか誰も予言

　することは不可能だが一紙のメディアと．

　電子メディアの力関係が蓮心し，・電子メデ

　ィアが社会的な普及度・浸透度の点で紙の

　メディアを凌駕し，その時点から紙の役割

　は次第に趣味的・骨董的なものに綾小化し

　ていくことを想像することもできる。

3．’将来の図書館および図書館員

　一つのSF的な光景を描いてみよう。情

報技術が進展し十分に成熟した後の，一つ

のく図書館〉りく姿〉である。

　そこは二つの部門に大別される。最初の

部門は合理的で機能的であり，全体寒月レ

久トPニクス技術の塊である。そこは工場

であり，放送局である。工場とは言って

1も，’20世紀前半までの薄暗く騒々しく，油

汚れのした工場ではない。技術者たちがコ
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ツトロールブースで指令し，’監視する工；場’　　は厳粛ではあるが広い空間と心地よい和ら

である。この工場で実際の作業を行うのは，　いだ雰囲気に満ちている。

人間ではなく，無数のロボ・〉ト群である。　　　　この二つの部門は補完的な関係にある

紙の印刷物はすぐには消滅しないので，ま『 @　が，距離的に隣接する必要は少しもない。．

た過去の文献の遡及的入力を行うために，　　　一度入力の終わった本のデポジットとし

ロボット達は本のぺaジを開き，自動焦点「　　て，後者と前者の関係が定められていれ

カメラやブックファックスのような形態の　1　ば，その他は全く独立したものとして存在

入力機器を動かし，システムの中央に位置　　　することになろう。．

する大規摸画像ファイルへの入力作業を行　　　　このような未来像を念頭において，〈図

う。この画像フナイルには数百万冊に相当　　　書館員〉の中心的な仕事と役割を考えてみ

、する本の1ページ1ページの画像が蓄積さ　　　よう。箇条書きの形で記してみる。

れている。もちろん漬劒から磁気テープ　　〈第1の部門〉

その他の機械可読形の媒体で刊行されてい　　　　　・分類，キーワードの付与等の書誌的弓

る出版物は必要に応じて，そのままファイ　　　　　エ

ルに蓄積される。’このファイルは放送局が　　　　’。シソーラス，典拠録の作成と更新

電波を送るように全国の家庭へ高め画像を　　　　ρ主題別専門書誌のまうな個別二次資料

伝達する。利用者が自分の書斎や研究室か　　　　sの作成

ら，・会社のオフィスから，あるいは茶の間　　　　。情報源案内と利用者教育

からでも，双；方向テレビを用いて求める本　　　　。SDIサr．ビスの提供

を要求すると，’このファイルにある本の画　　　　。著作権処理事務

像がその人の手許に送られる。利用者は音　　　　（ここでは，ハード・ソフトウェアの保「

楽を録音するように携帯用ディスプヒイに　　　守lr更新，電気通信関係業務塗どは省く）

録画するかもしれない。料金は電話料金と　　　　く第2の部門〉

同じように利用した〈本〉り種類と二二及　　　　。文献保存のための事務

び回線使用料金を支払い」tそれは二二社・’　　　　。文献の評価，分析，鑑定

著作権者に還元される’P　　　　　　　　　　　　　。主題別専門書誌の作成

　く図書館〉としての業務は・こρファイ　　　　。調査・研究

ノレの周辺にある。．カタロガーとインデクサ　　　などを挙げることができる。全体に今日よ

・一 Cコンピュータ・電気通信関係技術者　　り仕事の重点が書誌的な加工’レフアレン

は，このファイルを使いやすいもめにする　　　ス，調査・研究に移行する。

ため，協力して業務を行うことになろう。　　　　’この予想図は，中央館1館だけ’のケース

　もう一つの部門は，前者とは全く逆に，　　　を中心に考えたため，出版界や図書館間・，

近代図書館成立以前の図書館に幾分類似し　　　その他の機関との関係には触れなかった。．

kもあであるかもしれない6本はあくまで、、　’

も保存を第一の目的として保管され・限b　　　　　　　　　、
れ漸究者がく鎖につなカ・纏〉ような奉　．4・再び購露霜・メデ・、アに

窒慧第二鉱離謙漁　ここまで同轍詠口と燐メ．
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デi’@7，図書館の役割の点に論題を戻した

い。情報とは送り手から受け手へのメッセ．

一ジであり，その基本的内容は将来に向け

ての危険負担の確率を少なくするく知ら

せ〉であり，1かなり功利的色彩が強い。ま

た，情報は社会的？経済的環境の中で意味

をもちうる「ものであって，個人の内省的な

思索や感情の吐露は情報ではない。またい

かにすぐれた価値をもった情報であって

も，情報の送り手から受け手に送られる，・

という社会的関係が媒介しない限り，その

情報はゼロの価値しか持たない。一方知識

には多「くの定義があり，内省的な思索の結

果も知識ではありうるが，社会的関係⑱中

角重視される知識一今日支配的な知識

一は科学的・功利的知識であり，，情報を

秩序立て体系化しtg形態にほかならない。

　祉会の機構が高度化し，複雑に細分化さ

れるとともに有機的に全体を構成している

今日の社会において，情報や技術的知識は

幽極めて重要な役割を担っている。情報や技

術的知識なくしては社会ぽ機能せず，即座

に瓦解するだろう。この状況の下で，今日

のコンピュータ」通信に代表される情報技

術は準展している。また情報技術の進展が

さらに社会そのものにおける情報への依存

度を深めるという相互作用も存在する。

　そのような社会的関係のなかで育ってい，

る情報技術は価値判断を含まない，一つの

局面の中においてのく事実〉として情報を

取扱ってきた。そして，そのようなやはり，

価値判断を捨象したく事実〉としての知識

をも情報処理技術の延長の射程内に収めて

いる。知識工学を援用し，高度なソフトウ

午アを持ち・コンピュータ自体が翻し推

論する知識マシンの出現もそう遠くはない・

だろう。まk，音声認識印刷文字認識，

手書き文字認識などのパターン認識を応用

した手軽な入力方法ち開発されてきてい

る。

　重要なことはこのような情報処理，知識

処理の進展が単に価値判断を捨象したく事

実〉としての情報と知識の処理のみなら

ず，文字メディアのあらゆる面にまで広が

っている。これまでの情報技術では役に立

つ〈事実〉のバッf十ジとして1書籍など

の印刷媒体から電子的媒体への変換・処理

を行ってきたが，’ 﨣�?搴Z術がさらに進

むと直接的には社会的効用の認められない

ものも同じ技術を使って処理することがで

きるようになってくる。

　情報の迅速な伝達への社会的必要性が電

気通信技術の発展を促し，電話，ラジオ，

テレビなどのメディアを生んだが，これら

のメディアを通じて，情報だけが送られる

わけではない。電話を使って社会的に無価

値な談話をすることも一できる。同じことを・

本につい七言うことができる。たとえば

『悪め華』の一節を電子的に複写すること

はできる。電子式複写の場合は紙のメディ

アを別の紙に複製するだけであるが，デー

タベースの場合も同じである。電子式複写

と同じ操作でデジタル化した画像を画像の

ままデ一丁ベvスに蓄積し，後にそれを取

り出し℃ディスプレイで読む，ということ

には本質的な相異はない。

　ここで図書館の存在根拠とその本来的な

機能は何だろうか，と反即してみよう。図

書館が情報と実用的知識を取扱っている範

囲では図書館は情報サービス機関にほかな

らない。・確かにそのような側面もある∫し，

情報サービス機関と図書館とは重なってい

る領域も多い。しかし情報サrビス機関が

存在すれば図書館は存在する必要がないか

と言えば，そうではない。図書館は図書館

としての固有の存在意義をもっている。
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　少し象徴的な比喩を用いてみよう。ト図書

館に保管する資料はたとえぽ海のようなも

のであるかもしれない。・海には魚が泳いで

一いるだろうL，海水から塩をとる，こともで

きる。人は海に航海することもできるし3

た葦眺めていることもできる。海に住む魚

貝類や海水の塩を採取するように，図書館

の資料群のく海〉から必要な情報や知識を

’入手することはできる。人の生活に海は不

可欠であり，多くを海から得ている。しか

し，海から採り出したものすべてを集めて

も海そのものにはなら，ない。情報処理技術

は図書領資料の形態をすべて変えてしまう

時期が来るかもしれない。その時の図書館

のく姿〉はどうあるのか。

　ここでこのように考えればよい。つまり

情報処理技術によって変更があるものは図

書館資tt’のく器〉であって，その内容物で

，はないということである。、〈器〉つまりメ

ディ・アは社会的な環境のなかで最もふさわ

しい形態を自ら選択する。次の時代にふさ

わしいメディアが紙のメディアではなく電

子的なメディアであれば，’図書館はそのメ

ディアの変更を何ら忌晒する必要はない。

それがより便利塗も。であれぽ大いに歓迎

すべきであろう。

　図書館資料を先に海に喩えたが，具体的

に言えば図書館資料は人間の精神的諸活動

1を記録した集合であり，そこには実用的な

情報や知識もあれば，瞑想的・・霊感的な勘

忍もある。時代の正確な記録も’あれば，単

なる暇潰しの娯楽書もある。芸術的な・美

的な書物，倫理的なまたは背徳の書物もあ

る。孤独を求める人にも，孤独を無したい

人にも求める書物はある。そこには過去お

よび現在に生きた’ qている）人々め精神的

活動の記録があり，人はさまざまな動機を

もってこれらの書かれたものを求める。・そ

れは記録された媒体を通しての人と人との

，交流である。

　図書館にはその、ような人間の精神的諸活

動全体を取扱う，つまり記録された文明を・

保持し，交流を高めるという視点が必要で

ある。図書館は情報処理技術のメリットを

生かしながらも，そのような基本的視点を

保持しつづける必要がある。

　情報関連技術は今後，入間の体内の血管

のように，社会の各構成部分に必要な情報・

や知識を送り戯ける役割を果たすことにな

る。図書館資料は彪大な情報・知識源でも

あるので，今後社会において，図書館およ

び図書館に相当する機能への需要が減少す・

ることはありえない。図書館はある意味で

・は社会構造を支える基盤として，’非常に重．

要な役割を客観的に要請される存在にもな

るだろう。’しかし，社会的な需要が強けれ

ば需要を満たすに必要な供給源を社会が自

ら生み出すであろうから，既設の組織機構

が十分にその役割を果たすことができない

場合，社会が既設の組織機構とは別の，よ

り効果的で機能的な組織機構を作り出すこ

とも考えられる。その場合，社会的ts＝’一’

ズの強い分野での技術的・実用的な情報・

知識の供給のみに重点が置かれるζとにな

るだろう。・

　図書館で取扱うメディアゐ紙から電子的

形態への移行は，ある時点を期して突然に

起こるというもめではない。1960年代から

徐々に始まり’，少しづpしかし眼に見える

形で進行しセいる。

　この進行の過程で図書館は大きな選択を

迫られること匹なる。社会にお励る情報’

知識の供給源でもある図書館はその役割を

社会において十分に果たす必要があり，そ

の役割の効果的な達成のために今後の情報「

技術の進展に注意を払うとともに，適切な
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利用を図る必要があろう。と同時に・人間

の精神的諸活動の保管庫として，記録され

た文明を保持してゆく，という視点をもつ．

とい．うことが，図書館を情報サ「ビス機関

．と区別っ．その存存根拠を保持しつづける．

というこ．とも併せて考える必要があろうる
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